
提 供 日 2025/02/17

タイトル 田方農業高校生が第62回技能五輪全国大会フラワー装
飾職種において銅賞と敢闘賞を受賞

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当：平尾順哉

TEL 054-221-3146

　田方農業高校生が第62回技能五輪全国大会フラワー装飾において
銅賞と敢闘賞を受賞！　
　　　　　　～受賞した生徒が教育長を訪問します～

　

１　日　時　令和７年２月21日（金）午後４時30分から５時まで

２　会　場　県庁西館７階　教育長室

３　訪問者
　(1) 第62回技能五輪全国大会フラワー装飾職種で銅賞
　　　鈴木さん
　　　
 （2）第62回技能五輪全国大会フラワー装飾職種で敢闘賞
　　　杉山さん
　
４　次　第
　(1) 開会のことば
　(2) 県立田方農業高等学校からの報告
　(3) 教育長お祝いのことば、歓談
　(4) 閉会のことば

５　大会概要
技能五輪全国大会概要

　　ア 大会名称　第62回技能五輪全国大会
　　イ 主　　催　厚生労働省、中央職業能力開発協会
　　ウ 大会期間　令和６年11月22日（金）から25日（月）

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　



提 供 日 2025/02/17

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

建設業法違反行為及び不正又は不誠実な行為の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡
県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行います。

【１】
　１　入札参加停止の内容

　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第８号（建設業法違反行為）　　に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　　 号 パナソニックＥＷエンジニアリング株式会社
代表者氏名 代表取締役社長　藤井　和夫
本店所在地 大阪府大阪市中央区城見２-１-61
停 止 期 間 １か月

　
　３　入札参加停止の理由

 パナソニックＥＷエンジニアリング株式会社は、建設業法の規定に違反し、資格要件を満たさない者を主任技術者や専任技術者として工事現場や
営業所に配置していた。これらのことが建設業法第28条第１項第２号及び第１項本文に該当するとして、令和７年１月31日、近畿地方整備局長より、
監督処分（営業停止及び指示処分）を受けた。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年２月18日から令和７年３月17日まで

【２】
　１　入札参加停止の内容

　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号（不正又は不誠実な行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　　 号 株式会社ハローＧ
代表者氏名 代表取締役社長　芝崎　豪
本店所在地 静岡県焼津市石津中町17-12
停 止 期 間 １か月

　
　３　入札参加停止の理由

 株式会社ハローＧの代表取締役は、令和６年４月、富士市でプロパンガスの訪問販売を行う際、申込時に法定事項が記載されていない不備のあ
る書面を交付し、売買契約解除（クーリングオフ）に関する説明を故意にしなかったほか、契約書を交付しなかったとして、令和７年２月５日に特定商
取引法違反の容疑で逮捕された。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年２月18日から令和７年３月17日まで

　（参考）　
　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第８号

措置要件 措置期間
建設業法（昭和24年法律第100号）の規定に違反し、工事等の
契約の相手方として不適当であると認められるとき（略）。

１か月以上９か月以内

　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号
措置要件 措置期間

（略）業務に関し不正又は不誠実な行為をし、工事等の契約の
相手方として不適当であると認められるとき。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2025/02/17

タイトル 首都圏の高品質なスーパーマーケット「クイーンズ伊
勢丹」で春の静岡フェアを開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

首都圏の高品質なスーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」で

春の静岡フェアを開催します！

（要　旨）

  県は、首都圏で店舗を展開する高品質な食品スーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」（運営会社：株式会社エムアイフードスタイル）と連携
し、２月19日（水）～24日（月）の６日間、県産農林水産品・加工品等を販売する「春の静岡フェア」を開催します。
なお、同時期・同店舗で、春の長野フェアも開催されます。

１　フェアの概要

区　　分 内　　　　　　容

開催日 令和７年２月19日（水）～２月24日（月）６日間

開催場所 食品スーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」14店舗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都12店舗、埼玉県１店舗、千葉県１店舗）

商　　品

（予定）

・静岡県産品の販売

区　分 主な商品

 青　果  青島みかん、紅ほっぺ、新玉ねぎ、アメーラトマト、芽キャベツ

水　産 藁焼きかつおたたき、釜揚げ桜海老・しらす

菓　子 はちみつぶんぶんラスク、うなぎパイ、ニューサマーオレンジゼ
リー、朝霧高原産たまご使用手造りプリン、みそまんほか

 畜  産   卵、掛川牛ハンバーグ・ステーキ用・細切れ　

 その他   潮かつお茶漬け、静岡富士のお茶、わさび漬　ほか

・長野フェアの販売商品
　日本酒、ワインほか

参考：株式会社エムアイフードスタイル（(株)三越伊勢丹ホールディングスのグループ会社）

設立 平成29年12月

本社所在地 東京都新宿区西落合2-18-20ナレッジパーク落合ビル３階

事業内容 スーパーマーケット・小売・食品製造・卸売



提 供 日 2025/02/17

タイトル 山梨県のスーパー「オギノ」で静岡フェアを開催しま
す！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班　佐野

TEL 054-221-3713(090-3332-2926)

山梨県のスーパー「オギノ」で静岡フェアを開催します！

（要　旨）
・静岡県では、山梨県との連携事業の一環として、山梨県内での県産品の消費喚起及び販路拡大を目指し、地場スーパー「オ
ギノ」と連携し、山梨県内外40店舗において、「静岡フェア」を開催します。
・同フェアでは、県産農林水産物や加工品、ご当地グルメ等を販売します。

（概　要）
１「静岡フェア」の開催概要

区　分 内　　　容

開催日  令和７年２月20日（木）から23日（日・祝）までの４日間

開催店舗

 ○計40店舗
　 山梨県31店舗（山中湖店、春日居店、キャロット南部店、キャ
ロット中富店を除く全店舗）、静岡県５店舗（富士宮弓沢店、御殿場
店、御殿場富士岡店、沼津インター店、万野原店）長野県４店舗（茅
野店、岡谷店、諏訪店、長峰店）

販売品目
（予　定）

 ○食品全般（約140商品）
　農　産：いちご、レタス、新玉ねぎ、だいこん　等
　水　産：しらす、かつおたたき刺身、うなぎ蒲焼　等
　畜　産：ウインナー、ハム、ベーコン　等
　日　配：黒はんぺん、富士宮焼きそば、浜松餃子　等
　その他：加工食品、銘菓・菓子　等
　※販売品目は、予告なく変更となる場合がございます。

（参考）株式会社オギノの会社概要

事業内容  山梨県内を中心に店舗を展開する総合小売業

創業・会社設立  天保12年・昭和28年９月

店舗数  47店舗（山梨県35店舗、静岡県５店舗、長野県７店舗）



提 供 日 2025/02/17

タイトル 劇団静岡県史が森副知事を表敬訪問します

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

劇団静岡県史が森副知事を表敬訪問します
～大日本報徳社の歴史を舞台化、公演～

菊川市を拠点に活動する劇団静岡県史が森副知事を表敬し、二宮尊徳の報徳思想を広めた大日本報徳社の歴史を、その創設者の一
人である掛川市出身の岡田良一郎の視点から紹介する舞台『教えて、金次郎先生！～大日本報徳社ものがたり～』の公演に向けた取組
を報告します。

○訪問概要
１　日　時　令和７年２月20日（木）　１０：００～１０：２０
２　場　所　森副知事室（県庁東館５階）
３　訪問者　菊川文化会館アエル館長　岩腰　理樹（いわこし　りき）氏
　　　　　　 　劇団静岡県史　主宰　松尾　朋虎（まつお　ともこ）氏
　　　　   　　他劇団員３人

　『教えて、金次郎先生！～大日本報徳社ものがたり～』

　日時：令和７年３月２日（日）　午前の部　10：00開演（9：30開場）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　午後の部　14：30開演（14：00開場）

　会場：菊川文化会館アエル 大ホール

　主催：菊川文化会館アエル　　共催：劇団静岡県史

　入場料：指定席　一般2,500円、高校生以下1,000円
　　 　　　　自由席　一般2,000円、高校生以下無料（要整理券）
　　   　　　（当日券は500円増）



提 供 日 2025/02/17

タイトル 静岡県台湾事務所　静岡県産品のPOPUPイベントを初開
催

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所　静岡県産品のPOPUPイベントを初開催

静岡県台湾事務所（以下「当事務所」という。）では、３月８日（土）から３月23日（日）の16日間、静岡県の伝統工芸品などを展示する初の
POPUPイベントをTSUTAYA BOOKSTORE 大直NOKE店で開催します。また、３月８日（土）には本県の魅力を紹介するセミナーをNOKE忠
泰樂生活イベントスペースで開催します。

今回のイベントは、ものづくり県である本県の伝統工芸品や、本県の自然や文化に着想を得たユニークな日用品などを台湾の方に紹介す
ることで、本県の知名度向上や本県への観光誘客を図るものです。

初日に開催するセミナーでは、「富士山」をテーマに、Facebookページ「日本旅人塾」（フォロワー数12万人）を運営するMEGUMI氏が、富
士山のフォトスポットや歴史・文化を紹介します。あわせて展示する県産品についても、県産品の歴史や作者が作品に込めた想いなどを紹介
し、県産品ならびに本県への興味喚起を図ります。ぜひ取材をお願いします。

イベント概要
【POPUPイベント】

（１）イベント名：静岡県産品POPUPイベントin TSUTAYA BOOKSTORE 大直NOKE店
（２）日時：2025年３月８日（土）～３月23日（日）
（３）会場：TSUTAYA BOOKSTORE 大直NOKE店（台北市中山區樂群三路200號４樓）
（４）参加費：無料

【セミナー】
（１）イベント名：静岡・必拍富士山講座（静岡・富士山撮影スポット）
（２）日時：2025年３月８日（土）14:30～16:30
（３）会場：NOKE忠泰樂生活イベントスペース（台北市中山區樂群三路200號４樓）
　　　　　　※　TSUTAYA BOOKSTORE 大直NOKE店に隣接
（４）参加費：無料（事前登録制、定員120名、応募者多数の場合は抽選を実施）

取材を希望される場合の連絡先：静岡県台湾事務所　市川、増田
（電話番号 : +886-2-2508-1515　/　メールアドレス : shizuoka.tw@gmail.com）

・ ２ 月20 日 （ 木 ） 日本時間17 時 までに、会社名、ご担当者名、取材を希望する内容（POPUPイベント取材・セミナー取材・開催後の素材提
供のいずれか）をメールで上記までお知らせください。　

当事務所では今後も、様々な機関と連携し、本県のＰＲを実施してまいります。

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

mailto:shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2025/02/18

タイトル 令和６年度３つの賞を受賞した常盤工業(株)が知事を
表敬訪問します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年育成班

TEL 054-221-3161

常盤工業株式会社（浜松市）が、令和６年度３つの賞を受賞したことを知事に報告するため表敬訪問します。

１ 日　時　令和７年２月19日（水）午後３時30分～３時45分まで 

２ 場　所　静岡県庁東館５階　知事室

３ 訪問者　常盤工業株式会社　代表取締役会長　市川　浩透ほか４名（予定）

４ 内　容　今年度常盤工業株式会社が受賞した賞

(1) 第２回ＳＤＧｓ建築賞（令和７年１月30日受賞）

　　  中・小規模建築部門　国土交通大臣賞（全国最上位賞）

　　  主催：一般社団法人　住宅建築ＳＤＧｓ推進センター　後援：国土交通省

(2) 2024年度省エネ大賞主催（令和７年１月29日受賞）

　　  省エネ事例部門　資源エネルギー庁長官賞（ZEB・ZEH分野）

主催：一般財団法人 省エネルギーセンター　後援：経済産業省

   (3) 令和６年度いーたいけんアワード（令和７年１月17日受賞）

　　　青少年の体験活動推進企業表彰　中小企業部門　優秀賞

　　　主催：文部科学省

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　



提 供 日 2025/02/18

タイトル 令和６年度　公共事業の事業評価に係る県の対応方針
の決定

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3190

令和６年度　公共事業の事業評価に係る県の対応方針の決定

（要旨）

　令和６年度に実施した「公共事業の事業評価」（再評価53事業、事後評価４事業）について、静岡県事業評価監視委員会（委員長：加藤 
裕治　静岡文化芸術大学教授）の意見を踏まえ、令和７年２月13日に県の対応方針を以下のとおり決定しました。

（概要）

　１　県の対応方針

　（１）再評価
　　・審議対象53事業については、いずれも事業を継続する。

対応方針
部局 事業数

中止 見直し後、継続 継続

経済産業部 ２ ― ― ２

交通基盤部 51 ― ― 51

合計 53 ― ― 53

　（２）事後評価
　　・審査対象の４事業については、いずれも改善措置の必要はない。

対応方針

部局 事業数
改善措置が必要

効果発現が十分でない
今後時間の経過により
効果発現が期待できる

効果が十分発現
改善措置の必要

なし

くらし・環境部 １ ― ― １

経済産業部 ２ ― ― ２

交通基盤部 １ ― ― １

合計 ４ ― ― ４

　２　静岡県事業評価監視委員会の意見

　（１）再評価
　　・53事業について、いずれも事業を継続するのが相当である。

　（２）事後評価
　　・４事業について、いずれも改善措置の必要性は特に認められない。

　３　その他
　　静岡県事業評価監視委員会から頂いた主な意見は以下のとおり。
　

＜河川改修事業　一級河川沼川＞

　地元からも浸水被害軽減に多くの期待が寄せられており、引き続きコスト面の管理を徹底するとともに、地域や関係機関との調整を
進め、事業効果の早期発現に努められたい。
　また、地元理解を深めてきた出前講座や広報イベントの開催などを継続的に実施されたい。

＜高潮対策事業　清水西海岸＞

　防護と景観を両立した事業が進められている。特に養浜事業については、自然との戦いであることから、モニタリング結果やフォ
ローアップ会議等の意見をふまえ、長期的視点を持って工夫しながら整備推進に努められたい。
　また、本事業が防護上必要な浜幅の確保と景観保持の目的を有していることについて、県民への積極的な広報に努められたい。

＜緑地等施設整備事業　清水港新興津地区＞

　自然と触れ合える緑地・人工海浜を整備することによって、グリーンツーリズム推進による地域活性化の効果が期待される。整備に
合わせ、関係機関と連携し民間企業の誘致や周辺道路の渋滞対策を行うなど、事業効果が一層向上する取組を進めるよう努められた
い。

＜海岸環境整備事業　榛原港海岸静波地区＞

　施設整備による観光振興や地域活性化が図られている。施設の維持管理や砂浜のモニタリング、周辺道路の渋滞対策など、関係機関
と連携したアフターフォローを引き続き実施し、継続的な事業効果の発現に努められたい。

　　



　　４　参　考

　　　　　　令和６年度静岡県事業評価監視委員会の審議日程

        令和６年７月12日（金）～８月９日（金） 再評価に対する県民意見の募集

令和６年８月27日（火） 第１回委員会

令和６年10月28日（月） 現 地 調 査

令和６年11月26日（火） 第２回委員会



提 供 日 2025/02/18

タイトル 全国の食品関係試験研究で「優良研究・指導業績表
彰」を工業技術研究所職員が受賞！

担　　当 経済産業部 工業技術研究所食品科

連 絡 先 松野

TEL 054-278-3026

工業技術研究所の職員が、全国食品関係試験研究場所長会において、令和６年度「優良研究・指導業績表彰」を受賞しました。

１　受賞の概要

賞名 令和６年度優良研究・指導業績表彰

受賞者 工業技術研究所　食品科　上席研究員　松野　正幸

業績題目 「豆乳エマルションの物性研究及び濃縮技術開発」

業績概要

〇研究成果　

　本研究では、pHや食塩濃度が豆乳タンパク質の分画
※１

に与える影響を調査した。pH

や食塩濃度は、液中粒子の分散・凝集の指標であるゼータ電位
※２

と相関があるため、

同電位値から分画条件を予測できることが明らかになった。また、アミノ酸を一定濃

度添加することで、豆乳濃縮時の粘度上昇を抑制できることが判明した。

　※１　構成成分を分けること
　※２　液中粒子の表面とその周辺の液体との間に生じる電位差

〇今後の展開

　これらの成果は、植物性タンパク質食品の需要に応える新技術として、商品の開

発・品質向上やSDGsの達成に貢献する。

２　優良研究・指導業績表彰の概要

区分 内容

目的
　会員の属する機関における試験研究あるいは民間に対する技術指導の実績のう
ち、顕著な業績と認められるものを表彰し、職員全般の研究、指導の活力を高め、食
品関係技術の発展に資する。

主催 全国食品関係試験研究場所長会（茨城県つくば市、会員数：48機関）

本年度の
受賞状況

静岡県工業技術研究所
地方独立行政法人岩手県工業技術センター
埼玉県産業技術総合センター北部研究所
山梨県産業技術センター
三重県工業研究所
地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所
島根県産業技術センター
広島県立総合技術研究所食品工業技術センター
熊本県産業技術センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各１名、計９名）

表彰式 令和７年２月14日(金)　実施



提 供 日 2025/02/18

タイトル 静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス「総合製作
実習発表会」の開催

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 工科短期大学校　教務課

TEL 054-345-2033

静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス「総合製作実習発表会」の開催

～第３期生の２年間の集大成をご覧ください！～

　令和３年４月に開校した静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパスの第３期生（48名）が、２年間の授業で習得した専門分野での知識・技術の総まと
めとして、自らが課題を設定して企画、設計、製作までを行う「総合製作実習」の成果を発表します。

１　開催日時　令和７年２月27日(木）　10：00 ～ 

２　開催場所　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠１６０番地）　

３　発表スケジュール

　第１部　代表者発表会（各科の代表者が発表）
　　・10:00～10:05    開会・校長挨拶
　　・10:05～10:25　　電気技術科代表発表　「私たちの知らない住宅配線」
　　・10:25～10:45　　建築設備科代表発表　「冷水器の製作」
　　・10:45～11:45　　機械・制御技術科代表発表　
                            「Transport color ball Race at SｃoT Shizuoka-C. 」
　　　　　　　　　　　　　　　※ ５チームが競い合うロボットコンテスト
　　　　　　　　　　　　　　　・競技要領説明
　　　　　　　　　　　　　　　・各チームの機体特徴説明
　　・11:45～11:50　　講評・閉会

　　第２部　科別発表会（各科に分かれて実施）
　　　 ・13:10～15:50　　機械・制御技術科 　競技会、勝因/敗因分析、考察発表
　　　 ・13:10～16:20　　電気技術科　「リニア浮上・推進模型の設計と実験」など９組の発表
　　　 ・13:10～15:40　　建築設備科　「塩ビ管におけるリサイクル管と一般配管の比較実験」など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７組の発表

４　問合せ先
　　　静岡県立工科短期大学校  教務課　　
　　　電話：054-345-2033　FAX：054-345-2921



提 供 日 2025/02/18

タイトル 東京有楽町で県産日本酒ＰＲフェアを初開催します！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2520

東京有楽町の飲食店で、静岡県産日本酒をＰＲするフェアを初開催します！

令和５年11月に「静岡の清酒」が地理的表示（ＧＩ）の指定を受けたことに加え、昨年12月に日本の「伝統的酒造り」がユネスコ
の無形文化遺産に登録されるなど、県産日本酒への注目度が高まっています。
県では、これらを契機に、県産日本酒の知名度向上と販路拡大を図るため、このたび、東京有楽町の飲食店で県産日本酒の魅力を
発信するフェアを開催します。

（１）実施概要

時　間 内　容

テーマ 「Shizuoka SAKEフェアin東京
　～日本一の自然が育む、日本酒の世界～」

開催日 令和７年２月22日（土）午後２時～４時

会　場 ヴィノスやまざき　有楽町店
（東京都千代田区有楽町2-7-1有楽町イトシアフードアベニューB1）

参加者 日本酒歴の浅い方、静岡県産日本酒を飲んだことのない方、外国人
観光客の方など　20名程度　※申込多数のため抽選

主　催 静岡県

（２）当日スケジュール

時　間 内　容

14:00～14:30 ○セミナー「ＧＩ静岡・静岡の日本酒について」
　講師：平井　綾氏（しずおか楽しみ大使・唎酒師）

14:30～15:00 ○トークセッション
　「静岡の日本酒の今　造り手・売り手・消費者の視点から」
　ヴィノスやまざき日本酒担当者、花の舞酒造の蔵人、
　講師の平井氏（ＭＣ）を交えた対談

15:00～16:00 ○ペアリング試飲
　ＧＩ静岡認定酒から３銘柄程度、静岡県産食材を使用した料理

＜参考＞
セミナー講師・ＭＣ平井　綾氏のプロフィール
・日本酒好きが高じて独学にて唎酒師の資格を取得。2023年に開催された「日本酒女子アワード」にて初代グランプリを受賞。日本酒イベントのア
ンバサダーとして活躍中。
・静岡県スポーツ・文化観光大使「しずおか楽しみ大使」に2024年に就任。

　 　



提 供 日 2025/02/18

タイトル 【訂正】富士山の日はミュージアムで楽しもう！
ふじのくに地球環境史ミュージアム「富士山の日イベ
ント」開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

富士山の日はミュージアムで楽しもう！
ふじのくに地球環境史ミュージアム「富士山の日イベント」開催！

※赤字部分を訂正しました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（２月19日14時訂正）

ふじのくに地球環境史ミュージアムでは、静岡県が制定する【２月２３日・富士山の日】にあわせ、楽しいイベント満載の「富士山の日イベン
ト」を開催します！全て予約不要・料金無料のほか、当日は常設展観覧料も無料です。いつもとは違った雰囲気のふじミューで、様々なイベ
ントに参加しながら楽しい一日を過ごしてみませんか？

１　日時　令和７年２月23日（日）　10:00～12:00、13:00～15:00

２　会場　ふじのくに地球環境史ミュージアム　２Ｆ　講堂

３　開催イベント一覧
（１）富士山のペーパークラフト
（２）岩石で性格診断？
（３）とんぼの達人
（４）３Dおなもみダーーツ！
（５）ちりめんモンスターを探せ！
（６）ふじのくににいる色々な生き物を触ろう

　　　　　　　　イベント詳細については、以下のリンクを御確認願います。
　　　　　　　○URL：https://www.fujimu100.jp/event/12188/

　　　　　　　　４　その他
　企画展「全地球史」を開催中です。イベントとあわせて、是非、御観覧ください。
（企画展を御覧になるためには企画展観覧料が別途必要です。）

○URL：https://www.fujimu100.jp/exhibition/planning/12136/
　　

５　問い合わせ先
ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

住所　　　静岡市駿河区大谷5762

電話番号　054-260-7111

百年後の静岡が豊かであるために

https://www.fujimu100.jp/event/12188/
https://www.fujimu100.jp/exhibition/planning/12136/


提 供 日 2025/02/18

タイトル 世界遺産県民講座　受講生募集中

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746(当日連絡先:090-1564-4737 )

世界遺産県民講座　受講生募集中

県では、「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」及び韮山反射炉を含む「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」につい

ての解説を行う講座を開設します。県内の２つの世界遺産について知識を深めたい方を募集します。

１　開催概要

講座名 「世界遺産」県民講座

日　　時 令和７年３月１日（土）午後２時00分～午後３時20分（予定）

会　　場 静岡理工科大学12階1203セミナールーム（静岡市葵区御幸町20番地）

定　　員 50名（先着順）

内　　容

（１）「平安文学から見た富士山」
講師：富士山世界遺産センター　准教授　青木　慎一　氏
（２）「もっと知りたくなる！韮山反射炉と世界遺産「明治日本の産業革命遺産」」
講師：伊豆の国市文化財課　課長　工藤　雄一郎　氏

その他
現地参加者には、世界遺産グッズ（富士山の日シール、富士山＆韮山反射炉３Ｄポス
トカード等）をプレゼントします！

２　申込方法

担当課 静岡県スポーツ・文化観光部富士山世界遺産課

TEL 054-221-3746

FAX 054-221-3757

申し込み
・

問い合わせ
先

E-mail sekai@pref.shizuoka.lg.jp

申込方法
メール、電話、FAXにて「1.応募者全員の氏名」「2.住所」「3.電話
番号」を上記申込先まで御連絡ください。

申込締切 令和７年２月27日（木）

mailto:E-mailsekai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/02/18

タイトル プロ野球オープン戦が草薙球場で開催するため
主催者（楽天・テレビ静岡）が森副知事を表敬訪問し
ます！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2504

プロ野球オープン戦が草薙球場で開催するため
主催者（楽天・テレビ静岡）が森副知事を表敬訪問します︕︕

令和７年３⽉８⽇（⼟）〜１２⽇（⽔）にかけて草薙球場で開催の東北楽天ゴールデンイーグルスのオープン戦に先⽴
ち、主催者の（株）楽天野球団及び（株）テレビ静岡が、森副知事を表敬訪問する。

【表敬概要】

１　⽇時
　　令和７年２⽉20⽇（⽊）15︓30〜15︓50

２　場所
　　県庁東館５階　森副知事室

３　来訪者
（株）楽天野球団

岡⽥　朋城（おかだ　ともき）　　　コーポレート本部　本部⻑
⼭縣　⼤介（やまがた　だいすけ）コーポレート本部　スタジアム部　部⻑
⻄川　⼤治（にしかわ　だいじ）　

　　　　　マーケティング本部　スタジアム部 ボールパークオペレーショングループ
（株）テレビ静岡

横⼭　英訓（よこやま　ひでのり）　取締役

４　内容
　（１）挨拶
  （２）歓談
  （３）記念撮影



提 供 日 2025/02/19

タイトル 県議会広報委員会の開催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 議会事務局 政策調査課

TEL 054-221-2559

令和６年度第３回静岡県議会広報委員会を下記のとおり開催します。（取材案内）

■　日　　時　令和７年２月26日（水）本会議散会後

■　場　　所　４０３会議室（県庁本館４階）

■　協議・報告事項
　　　　　　　１　県議会だより「写真コンクール」入賞作品の選考
　　　　　　　２　県議会だより「題字コンクール」入賞作品の選考
　　　　　　　３　令和６年度 広報実施状況
　　　　　　　４  令和７年度 広報実施計画（案）

（参考）
【広報委員会の概要】
　・県議会の広報に関する協議又は調整を行うことを目的として設置
　・構成員：６人

氏　　　名 会　派　等
委 員 長 　落　合　愼　悟 　　議長
副委員長 　鳥　澤　由　克 　　副議長

　鈴　木　澄　美 　　議会運営委員会委員長
　伊　丹　雅　治 　　自民改革会議
　田　中　照　彦 　　ふじのくに県民クラブ

委　　員

　山　本　彰　彦     公明党静岡県議団

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



提 供 日 2025/02/19

タイトル 令和７年２月定例会の議決結果（２月19日議決分）

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2562

　２月18日(火)に開会した令和７年２月定例会において先議されることとなった知事提出議案３件は、２月19日(水)の本会議においてそれぞれ
原案どおり可決された。

　
■知事提出議案（３件）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山本
隆久

第49号
令和６年度静岡県一般会計補正予
算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第58号
令和６年度静岡県清水港等港湾整
備事業特別会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第65号
令和６年度静岡県流域下水道事業
会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○



提 供 日 2025/02/19

タイトル 令和６年度　工業技術研究所　研究発表会を開催しま
す

担　　当 経済産業部 工業技術研究所企画調整部

連 絡 先

TEL 054-278-3028

⼯業技術研究所及び各⽀援センターの令和６年度研究発表会を開催します。　
研究職員が、企業と取り組んだ研究結果や技術相談による課題解決事例など１年間の成果について発表しますので、是⾮御参加ください。

〇参加費:無料

〇概要

　【静岡・沼津（バイオ科）】
　　⽇程︓令和７年3⽉４⽇（火）
　　会場︓静岡県⼯業技術研究所（静岡市葵区牧ヶ⾕2078）
　　詳細︓https://www.iri.pref.shizuoka.jp/info/51685/

　【浜松】
　　⽇程︓令和７年3⽉６⽇（⽊）
　　会場︓浜松⼯業技術⽀援センター（浜松市浜名区新都⽥1-3-3）
　　詳細︓https://www.iri.pref.shizuoka.jp/info/51776/

　【富士・沼津（機械電子科）】
　　⽇程︓令和７年3⽉７⽇（⾦）
　　会場︓富士⼯業技術⽀援センター（富士市⼤淵2590-1）
　　詳細︓https://www.iri.pref.shizuoka.jp/info/51768/

〇お問い合わせ先
・静岡県⼯業技術研究所　企画調整部　（電話︓054-278-3028）
・沼津⼯業技術⽀援センター　　　　　　　　（電話︓055-925-1100）
・富士⼯業技術⽀援センター　　　　　　　　（電話︓0545-35-5190）
・浜松⼯業技術⽀援センター　　　　　　　　（電話︓053-428-4152）



提 供 日 2025/02/19

タイトル 【参加者募集】ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進室

TEL 055-955-9111

ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会
～参加者募集～

　静岡県が取り組むＡＯＩプロジェクトの研究成果発表会の参加者を募集します。
　今回はＡＯＩプロジェクトの研究成果等の発表に併せ、「食料安全保障と先端農業技術の最前線」をテーマに基調講演やパネル
ディスカッションなどを実施します。終了後、会場にて交流会も予定しております。

＜開催概要＞
日時 令和７年３月12日（水曜日）13時15分から17時15分まで

（交流会は17時45分まで）
実施方法 会場とライブ配信によるハイブリット開催

会場 ふじのくに千本松フォーラム（プラサヴェルデ）
コンベンションぬまづ３階コンベンションホールＢ
（沼津市大手町1-1-4）

テーマ 食料安全保障と先端農業技術の最前線
内容 【基調講演】

「『食料・農業・農村基本法』改正と食料安全保障をめぐる情勢
　～今後の農村活性化を見据えて～」
　[講師]　農林水産省　農村振興局　農村政策部　農村計画課　
　　　　　農村活性化推進室長　朝日健介（あさひ　けんすけ）

【パネルディスカッション】
「今後の社会情勢を踏まえた先端農業技術の役割」

　[パネリスト]
　・農林水産省　農村振興局　農村政策部　農村計画課　
　　農村活性化推進室長　朝日健介（あさひ　けんすけ）
　・国立研究開発法人理化学研究所　光量子工学研究センター
　　光量子制御技術開発チームリーダー　和田智之（わだ　さとし）
　・株式会社流通サービス　代表取締役　服部吉明（はっとり　よしあき）
　・一般財団法人アグリオープンイノベーション機構
　　専務理事兼事務局長　細谷勝彦（ほそや　かつひこ）
　・静岡県　経済産業部　農業局長　石川盛一郎（いしかわ　せいいちろう）
　[ファシリテーター]
　・慶應義塾大学　環境情報学部　教授　神成淳司（しんじょう　あつし）

【取組紹介】
　・慶應義塾大学ＳＦＣ研究所
　・国立研究開発法人理化学研究所
　・静岡県農林技術研究所
　・一般財団法人アグリオープンイノベーション機構
　・ＡＯＩフォーラム会員企業
　・ＡＯＩ－ＰＡＲＣ入居事業者（ポスター展示）

【交流会】（会場参加者のみ　自由参加　飲食なし）
参加費 無料（要事前申込）
対象 ＡＯＩプロジェクトに関心のある企業（食品加工、流通、種苗、金融等)、

大学・国・民間研究者、農業者団体・生産者、行政・自治体、一般
募集 会場150人、ライブ配信200人（先着）

申込方法 令和７年３月５日（水曜日）までに、所属名、部署名、氏名、電話番号、
メールアドレス、希望参加方法（会場又はライブ配信）をＦＡＸまたはメールで送付

[送付先]
静岡県経済産業部農業局農業戦略課先端農業推進室
ＦＡＸ番号：055-968-7500
Ｍａｉｌ：aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp

主催等 主催：静岡県
共催：一般財団法人アグリオープンイノベーション機構
後援：農林水産省　他

詳細 https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1069195.html

（問合せ先）
　静岡県経済産業部農業局農業戦略課先端農業推進室
　ＴＥＬ：055-955-9111　ＦＡＸ：055-968-7500
　Ｍａｉｌ：aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp

（参考）
○ＡＯＩプロジェクト（アグリオープンイノベーションプロジェクト）
　先端的な科学技術の活用による革新的な栽培技術開発を進め、農業の飛躍的な生産性向上を図るとともに、産学官金の参画を得
て、農業を軸とした関連産業のビジネス展開を促進するプロジェクト

mailto:aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1069195.html
mailto:aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp




提 供 日 2025/02/19

タイトル 【取材希望】（女性の健康週間）女性の健康のための
県民講座を開催します！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班　袴田

TEL 054-221-2779

【取材希望】（女性の健康週間）女性の健康のための県民講座を開催します！

１　要旨
　女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を自立して過ごすことを総合的に支援するため、国は、毎年３月１日から８日
までを「女性の健康週間」と定めています。
　この度、本県では大塚製薬株式会社及び静岡県産婦人科医会、静岡産科婦人科学会と協働で、県民講座を開催します。
　近年、男女問わず、性や妊娠に関する正しい知識を身に付け、健康管理を促すプレコンセプションケアの取組みが重要視されて
おり、若年層の月経の不調や中高年層の更年期症状などライフステージごとに異なる女性特有の健康課題を理解することで、生涯
を通じた健康管理にもつながります。
　自分や家族、パートナー、同僚のために、「女性の健康」を考えてみませんか？

２　概要

開催日時
　令和７年３月１日（土）　13：20～15：30（予定）
　＊会場またはＷＥＢ視聴のハイブリット開催

参加費用 　無料
　＊会場及びＷＥＢ視聴ともに無料

募集人数
　［開場］300名　（先着）
　［ＷＥＢ視聴］（事前申込）
　＊申込後に、視聴用のＵＲＬを送付します

開　　場
　静岡県男女共同参画センタ－　「あざれあ」　大ホール　
　（住所：静岡市駿河区馬渕１丁目17－１）

　講演１
　浜松医科大学　産婦人科　教授　伊東　宏晃　氏
　「我が国の栄養管理の歴史から子供の長期的な健康を考える」

　講演２
　聖隷健康サポートセンター　Shizuoka　所長　
　静岡県立大学　客員教授　鈴木　美香　氏
　「月経前の不調、我慢していませんか？
　　～月経前症候群（PMS）について知ろう～」

講演内容

　講演３
　エミクルクリニック　院長　谷内　麻子　氏
　「更年期に備えて、今からできること」

３　申込方法
　以下のＵＲＬ又はちらしから申し込みください。
　ＵＲＬ　https://nccx.otsuka/sem/swo003731
　申込期限：令和７年２月28日（金）午後６時まで

４　問合せ先
　静岡県健康福祉部健康局健康増進課　　　　　　054-221-2779
　静岡県健康福祉部こども未来局こども家庭課　　054-221-3309

５　当日の取材について
　当日取材をいただける場合は、以下の連絡先まで御連絡ください。
　連絡先：健康増進課　袴田　054-221-2779（平日：2/28まで）

https://nccx.otsuka/sem/swo003731


提 供 日 2025/02/19

タイトル 令和６年度第２回静岡県医療対策協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2341

令和６年度第２回静岡県医療対策協議会を、以下のとおり開催します。

１　日時・会場
　　・令和７年２月26日（水）午後４時～（１時間半程度）
　　・ホテルグランヒルズ　４階　クリスタルルーム
　　（静岡市駿河区南町18-１）

２　出席者（予定）
　　委員20人
　　・医療関係者
　　・市町長
　　・地域住民を代表する団体
　　・学識経験者　など

３　議題（予定）
　　・地域医療連携推進法人の設立
　　・特定労務管理対象機関の指定
　　

　＜一般傍聴申込先＞
　医療政策課メール　iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp
　※取材の場合は申込不要

mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/02/19

タイトル 【訂正】富士山の日はミュージアムで楽しもう！
ふじのくに地球環境史ミュージアム「富士山の日イベ
ント」開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

富士山の日はミュージアムで楽しもう！
ふじのくに地球環境史ミュージアム「富士山の日イベント」開催！

※赤字部分を訂正しました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（２月19日14時訂正）

ふじのくに地球環境史ミュージアムでは、静岡県が制定する【２月２３日・富士山の日】にあわせ、楽しいイベント満載の「富士山の日イベン
ト」を開催します！全て予約不要・料金無料のほか、当日は常設展観覧料も無料です。いつもとは違った雰囲気のふじミューで、様々なイベ
ントに参加しながら楽しい一日を過ごしてみませんか？

１　日時　令和７年２月23日（日）　10:00～12:00、13:00～15:00

２　会場　ふじのくに地球環境史ミュージアム　２Ｆ　講堂

３　開催イベント一覧
（１）富士山のペーパークラフト
（２）岩石で性格診断？
（３）とんぼの達人
（４）３Dおなもみダーーツ！
（５）ちりめんモンスターを探せ！
（６）ふじのくににいる色々な生き物を触ろう

　　　　　　　　イベント詳細については、以下のリンクを御確認願います。
　　　　　　　○URL：https://www.fujimu100.jp/event/12188/

　　　　　　　　４　その他
　企画展「全地球史」を開催中です。イベントとあわせて、是非、御観覧ください。
（企画展を御覧になるためには企画展観覧料が別途必要です。）

○URL：https://www.fujimu100.jp/exhibition/planning/12136/
　　

５　問い合わせ先
ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

住所　　　静岡市駿河区大谷5762

電話番号　054-260-7111

百年後の静岡が豊かであるために

https://www.fujimu100.jp/event/12188/
https://www.fujimu100.jp/exhibition/planning/12136/


提 供 日 2025/02/19

タイトル 「第97回選抜高等学校野球大会」に出場する常葉大学
附属菊川高等学校が知事を表敬訪問します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2937

「第97回選抜高等学校野球大会」に出場する
常葉大学附属菊川高等学校が知事を表敬訪問します！

　　　３月18日（火）から阪神甲子園球場で開催される「第97回選抜高等学校野球大会」に出場する常葉大学附属菊川高等学校が、
知事を表敬訪問する。

１　日　時　
　令和７年２月26日（水）　　午後５時15分～５時35分

２　会　場　
　県庁別館21階　展望ロビー

３　訪問者
　大会主催者側：静岡県高野連、毎日新聞社
　選抜出場校側：常葉大学附属菊川高等学校　校長、監督、部長、副部長、選手

４　県側出席者
　鈴木　康友　知事
　池上　重弘　教育長
　都築　直哉　スポーツ・文化観光部長

５　次　第
　（１）県出席者紹介
　（２）訪問者出席者紹介
　（３）静岡県高野連会長挨拶
　（４）毎日新聞社静岡支局長挨拶
　（５）出場報告（校長）
　（６）全国大会への抱負（監督）
　（７）決意表明（選手）
　（８）激励の言葉（知事）
　（９）激励の品贈呈（知事）
　（10）記念写真撮影

６　大会概要
　（１）大会名 ：第97回選抜高等学校野球大会
　（２）主　 催：日本高等学校野球連盟、毎日新聞社
　（３）期　 間：令和７年３月18日（火）から13日間
　（４）場　 所：阪神甲子園球場（兵庫県西宮市）
　（５）出場校 ：32校
　（６）抽選会 ：令和７年３月７日（金）



提 供 日 2025/02/19

タイトル 「文化と多分野との連携による地域活性化」第１回課
題検討会の開催（取材案内）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 政策調整班

TEL 054-221-2252

静岡県行政経営研究会「文化芸術と多分野との連携による地域活性化」第１回課題検討会を開催します（取材案内）
１．概要

　文化芸術基本法の改正や文化観光推進法の制定等を背景に、文化芸術は、人生を豊かにするだけでなく、まちづくりや観光など様々な分野と連携することで、地域の
活性化や課題の解決に貢献することが期待されています。
　このたび、「文化芸術と多分野との連携による地域活性化」をテーマに静岡県行政経営研究会を新設し、県内各市町の職員と共に学びを深めるため第1回課題検討会
を開催します。

２．日時
令和７年２月26日（水）　13:30～16:30

３．会場
静岡市産学交流センター「B-nest」プレゼンテーションルーム
（静岡市葵区御幸町3-21 ペガサート６F）

４．参加者
県内各市町の文化行政担当課職員、企画課職員等　約30名（オンライン参加者含む）

５．内容
○　講演「Uターンした天竜二俣での10年間の活動で見えてきたこと」

　　　　中谷明史氏（駅舎ホテル運営、リノベーション、情報発信事業等で活躍）

○　トークセッション「天竜二俣のキーパーソンと考えるまちづくり」
中谷明史氏×鈴木一郎太氏（アーツカウンシルしずおかプログラム・ディレクター）

○　参加者によるグループワーク
コーディネート：アーツカウンシルしずおか



提 供 日 2025/02/19

タイトル 【取材依頼】静岡県のスポーツを支える「ふじのくに
スポーツボランティア」を対象とした研修会を開催し
ます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局

連 絡 先 スポーツコミッション担当室

TEL 054-221-3697

（要旨）
ふじのくにスポーツボランティア（※）を対象とした研修会を実施します。スポーツボランティアの基本的な知識の習得を目的

とした講義に加え、ボランティア同士の交流の場となるようグループワークなども予定しています。
※ラグビーワールドカップ2019™と東京2020オリパラ大会での活動経験を活かし、大会後もスポーツを支える中核人材として活躍
いただくため、常設組織として令和４年１月に設立。

１　スケジュール
日時 令和７年３月２日（日）10時00分～12時00分

（受付：９時40分～９時55分）
場所 静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」10階 

会議室1001-2（静岡市駿河区東静岡二丁目3 番1 号）
参加予定人数 40人

２　研修内容
講義とグループワークにより進行

講師・説明者 内容・テーマ等
１ 静岡市消防局

救命救急講習
「スポーツ現場で役立つ救命救急」

２ スポーツコミッション担当室
スポーツ振興課

デフリンピックの紹介　等

３　取材の御案内
　　　　　　・当日取材いただける場合は、直接会場までお越しください。
　　　　　　・公共交通機関をご利用いただくか、グランシップの有料駐車場をご利用ください。
　　　　　　・研修会当日にお問合せいただく場合は、下記宛てにお願いいたします。

　　　スポーツ局公用携帯　080-1580-8162

４　その他
　　詳細はスポーツコミッションShizuokaウェブサイトをご覧ください。

・研修会について
　　

https://sc-shizuoka.jp/20250124/

・ふじのくにスポーツボランティアについて
　　
　　　https://sc-shizuoka.jp/volunteer/

https://sc-shizuoka.jp/20250124/
https://sc-shizuoka.jp/volunteer/


提 供 日 2025/02/19

タイトル 庁舎等管理業務委託に係る入札参加停止

担　　当 経営管理部 資産経営課

連 絡 先 庁舎管理班

TEL 054-221-2533

　　　　庁舎等管理業務委託に係る入札参加停止

不正又は不誠実な行為の再発を防止し、受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、庁舎等管理業務委託業者入
札参加停止基準第２条第７号の入札参加停止規定に基づき、以下のとおり、下記業者に対し、入札参加停止を行いました。（１件１者）

　１　入札参加停止の内容
　　　庁舎等管理業務委託業者入札参加停止基準第２条第７号（法令に違反し、又
　　は不正若しくは不誠実な行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　　 号 株式会社ハローＧ
代表者氏名 代表取締役　芝崎　豪
本店所在地 静岡県焼津市石津中町17番地の12
停 止 期 間 １か月

　　　
　３　入札参加停止の理由
　　　株式会社ハローＧの代表取締役は、令和６年４月、富士市でプロパンガスの訪
　　問販売を行う際、申込時に法定事項が記載されていない不備のある書面を交付
　　し、売買契約解除（クーリングオフ）に関する説明を故意にしなかったほか、契約
　　書を交付しなかったとして、令和７年２月５日に特定商取引法違反の容疑で逮捕
　　された。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年２月20日から令和７年３月19日まで

　　（参考）
　　　　庁舎等管理業務委託業者入札参加停止基準第２条第７号

措置要件 措置期間
委託業務等に関し 法令 に 違反 し、又は 不正若 しくは 不誠
 実 な 行為 をし、庁舎等管理業務の委託の相手方として不
適当であると認められるとき。

１カ月以上９カ月以内

　　



提 供 日 2025/02/20

タイトル 「やさかなプロジェクト」夏秋やさかなメニュー選定
会＆店頭イベント実施！

担　　当 経済産業部水産・海洋局水産振興課、健康福祉部健康

局健康政策課 

連 絡 先 水産振興課　小塩、健康政策課　戸井口

TEL 054-221-2744､054-221-2404

「やさかなプロジェクト」夏秋やさかなメニュー選定会＆店頭イベント実施！

（要旨）

　静岡県では、キユーピー（株）、おさかな普及協議会（静岡県漁業協同組合連合会）と協力して、野菜と魚を組み合わせたメ

ニューによる健康増進を目的とした「やさかなプロジェクト」を実施しています。

 夏秋やさかなメニュー選定会では、キユーピー（株）の他、カゴメ（株）、ハウス食品（株）、はごろもフーズ（株）、（株）

Mizkan協力のもと当プロジェクトが推奨するやさかなメニューを決定します。また、３月にはやさかなメニュー普及に向けた店頭

イベントを実施します。

（概要）

行事 場所・日時 内容
夏秋のやさかなメニュー選定会 静岡ガス本館

クッキングスタジオ
(静岡県静岡市駿河区八幡1-5-38)

令和７年２月28日(金)
午前11時から午後１時

・各協力企業が考案したやさかなメニューの
中から、主菜２品、副菜６品を投票により決
定します。

マックスバリュ沼津南店　店頭イベント 沼津市西島町10-1

令和７年３月１日(土)
午前10時から午後５時
※静岡のおさかな講習会＆料理教室は午
前10時から正午

・やさかなメニューの試食
・マグロの解体ショー
・静岡のおさかな講習会＆料理教室

<夏秋のやさかなメニュー選定会出席者>
県漁連関係者、県関係者、キユーピー（株)関係者、　協力企業各社、静岡社会健康医学大学院大学溝田准教授、CLARI MARE三浦代表、
静岡市水産振興課、浜松市水産課、静岡新聞　ほか

　



提 供 日 2025/02/20

タイトル 令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜の志願状況
等

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3114

        令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜の志願状況等

県内公立高等学校93校（分校等４校を４校と数える。）において、２月18日から
実施していた令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願受付を、本日
（２月20日正午）締め切りました。
　志願者数等の状況については、県教育委員会高校教育課のホームページに掲載し
ます。

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html

                                          「有徳の人づくり」を進めています　
                                            静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html


提 供 日 2025/02/20

タイトル 令和６年度　静岡県議会海外事情調査報告会の開催
（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

令和６年12月22日から26日に実施したインド共和国グジャラート州において静岡県議会産業振興等海外事情調査の報告会を開催し
ます。（取材案内）

１　日　時
　　令和７年２月27日（木）　本会議散会後

２　場　所
　　県庁本館４階　特別会議室

３　報告会次第
　（１）議長挨拶
　（２）団長挨拶　
　　　　　静岡県議会産業振興等海外事情調査団　杉山　盛雄　団長
　（３）調査先及び報告者　　　　

調査先
（調査テーマ）

報告者

１ スズキ・モーター・グジャラート（ＳＭＧ） 良知　淳行　団員

２ マンダル工業団地 鈴木　澄美　団員

３
グジャラート国際金融技術都市
（ＧＩＦＴシティー） 江間　治人　団員

４ 高速鉄道建設現場 中田　次城　団員

５ グジャラート州政府 木内　満　団員

６ アーメダバード経営者協会（ＡＭＡ） 田口　章　団員

７
グジャラート大学
（インキュベーションセンター含む） 良知　駿一　団員

８
文化施設
サバルマティ・アシュラム

遠藤　行洋　団員

９

インド
共和国

ナレンドラ・モディ・スタジアム 桜井　勝郎　団員



提 供 日 2025/02/20

タイトル 静岡がんセンターと浙江省腫瘍病院との友好協力に関
する覚書調印式の開催

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

静岡がんセンターと浙江省腫瘍病院との

友好協力に関する覚書調印式の開催について

  静岡がんセンター（総長 上坂克彦）と中国浙江省腫瘍病院（病院長 程向東）は、友好協力に関する覚書を締結するため、下記
の要領で調印式を開催いたします。

静岡県と中国浙江省は1982年に友好提携の協定を締結し、さらに2012年には「医療衛生分野における友好協力協定」を締結し友
好関係を深めてきました。静岡がんセンターは、浙江省衛生健康委員会や同省医療関係者の視察や研修などを受け入れてきました
が、「静岡がん会議2023」（2024年3月2日開催）に浙江省腫瘍病院長ほか計3名、浙江省衛生健康委員会副主任ほか計6名を招聘し
たことが契機となり、同年６月には総長の上坂克彦医師、副院長の寺島雅典医師、緩和医療科参与の安達勇医師が浙江省腫瘍病院
の招聘により同病院を訪問・視察して相互理解を深め、がんの診療・看護及びがん研究における両院間の交流と協力関係を友好
的、長期的かつ安定的に発展させるために覚書を締結する運びとなりました。

【調印式概要】
１　開催日時：2025年2月28日（金）　14：00～14：30
２　開催場所：静岡がんセンター研究所棟　1階　大会議室1，2
３　出席予定者
　（静岡がんセンター）　
　　上坂総長、小野病院長、安井副院長、庭川副院長、寺島副院長、
　　坪佐副院長、石田副院長、平嶋婦人科部長、安達緩和医療科参与、
　　遠藤看護部長、堀川事務局長、鈴木マネジメントセンター長　計１２名
　（浙江省腫瘍病院）
　　程向東病院長、朱滔副院長、徐海铭（医師）、吴婉英看護部長、
　　谢铁明（医師）、杨凝国際協力担当長　計6名
　（静岡県地域外交局地域外交課）
　　劉芳地域外交参事官

４　式次第（逐次通訳：通訳者２名）
　　・挨拶　静岡がんセンター　総長 上坂克彦
　　・挨拶　浙江省腫瘍病院長 程向東氏
　　・出席者紹介
　　・覚書署名
　　・写真撮影
　　・出席者全員による記念撮影

※本リリースに関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡がんセンター マネジメントセンター 医療広報担当　　TEL 055(989)5222



提 供 日 2025/02/20

タイトル 大規模災害発生時における清水港の迅速な初動対応に
向けて～国土交通省・静岡県合同防災訓練を実施しま
す～

担　　当 交通基盤部 清水港管理局企画整備課

連 絡 先 清水港管理局企画整備課

TEL 054-353-2203

大規模災害発生時における清水港の迅速な初動対応に向けて
～国土交通省と静岡県は覚書の改訂及び初動対応訓練を実施します～

　南海トラフ巨大地震等の大規模災害が発生した場合、港湾は、地域住民の暮らしを守るとともに、被災地への緊急物資等の輸送
拠点として、また復旧復興を支える物流拠点として、機能を発揮する必要があります。
　現在、清水港には国有、県有等の港湾施設が多数所在しますが、港湾が被災した際に、被災状況の確認や復旧対応を国と県が連
携して迅速に対応することで、早期に機能を回復することが重要です。
　今般、国土交通省清水港湾事務所と静岡県清水港管理局は、２月２７日（木）に、災害発生時の初動対応に関する協力覚書の改
訂と、これに基づく初動対応訓練を実施します。

記
１．主な内容　
　（1）平成１１年に清水港湾事務所長と清水港管理局長が締結した、港湾施設が被災した場合の調査・復旧等の覚書を、現状に
合わせて改訂
　（2）上記覚書に基づく調査・復旧等を想定した連携訓練を実施（机上訓練及び現地訓練）

２．主催
　国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所
　静岡県 清水港管理局

３．参加予定機関
　国土交通省中部地方整備局清水港湾事務所、静岡県清水港管理局、
　清水港港湾建設工事安全協議会、清水海上保安部（オブザーバー）

４．日時、場所
　・日時　２月２７日(木)
　　１３：００　プレス受付
　　１３：３０　覚書（改訂）署名式
　　１３：４５　連携訓練開始
　　１４：３０　終了
　・場所　清水マリンビル４階（静岡県静岡市清水区日の出町9-25）

５．問合せ先
　国土交通省　中部地方整備局　清水港湾事務所　
　　担当者：屋敷、神原、髙石
　　電話番号：０５４－３５２－４１４６
　静岡県清水港管理局
　　担当者：鈴木、荒田
　　電話番号：０５４－３５３－２２０１

６．取材に当たってのお願い
　・取材を希望される場合は、下記「取材登録」を御参照いただき、２月２６日（水）１２時までに中部地方整備局　清水港湾事
務所までメールにて申込みください。
　・取材当日は、社名が分かる腕章等を身に着けてください。
　・当日の気象警報等によっては急遽中止となる可能性がございますので、その場合は取材の申込みを頂いた方宛に、２月２７日
１０時までに御連絡させていただきます（予備日は設定しておりません）。

取 材 登 録

※取材を御希望の場合は、事前に以下の記載事項を電子メールにて送付いただきますよう、お願いいたします。

メール送信先：pa.cbr-shimizubousai@mlit.go.jp
（清水港湾事務所：屋敷、神原　髙石　宛）

　【記載事項】
　１．報道機関名
　２．取材者（複数名の場合は全員分）
　　　　（1）氏名
　　　　（2）役職
　３．連絡先
　　　　　　当日にも連絡可能な携帯電話番号

申込み締切：令和７年２月２６日（水）　１２：００
以上

mailto:pa.cbr-shimizubousai@mlit.go.jp


提 供 日 2025/02/20

タイトル 静岡県立工科短期大学校 第４回選抜試験(令和７年度
入学生)の実施

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス　遠藤

TEL 054-345-2033

静岡県立工科短期大学校 第４回選抜試験(令和７年度入学生)の実施

　令和７年度入学予定者が定員に満たない科について入学生を追加募集するため、第４回選抜試験（一般選抜）を実施します。
　詳細は本校ホームページ(https://scot.ac.jp/)を御覧ください。

１　日程

回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第４回 一般選抜
令和７年
２月26日(水)～３月11日(火)

令和７年
３月14日(金)

令和７年
３月17日(月)

２　募集学科及び募集人員等

キャンパス名 学　科 募集人員

機械・制御技術科 15名程度

電気技術科 　　　※静岡キャンパス

建築設備科 10名程度

機械・生産技術科 ４名程度

電子情報技術科 　　　若干名　　沼津キャンパス

情報技術科 　　　※

※ 電気技術科及び情報技術科は、欠員が生じた場合に募集する。
　　募集の有無について、３月７日（金）までに本校ホームページで公表する。

３　試験科目　　数学 Ｉ（マークシート方式） ・ 面接

４　試験会場　　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

５　授業料等
受験料 入学金 授業料

18,000円 県内84,600円／県外219,900円 年額234,600円

６　問合せ先　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）

https://scot.ac.jp/


提 供 日 2025/02/20

タイトル 「農林分野のＪ－クレジット活用に向けたイベント」
の開催

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林計画課

連 絡 先 森林計画課

TEL 054-221-2668

「農林分野のＪ－クレジット活用に向けたイベント」を開催します

　本県では、2050年のカーボンニュートラルの実現に向けて、カーボンクレジットの創出拡大に取り組んでいます。
　このたび、経済産業省関東経済産業局と共同開催で、森林や農業分野におけるＪ－クレジットの取組を発信するイベントを開催
をします。
　また、令和７年２月に県が初めて創出したＪ－クレジットの販売結果を報告します。

１　開催日　令和７年２月26日（水）

２　会　場  アゴラ静岡８階、７階（静岡市葵区追手町１番13号）
　　　　　　※ただし、第１部の現地視察は静岡市葵区横沢地内
 
３　内　容  
第１部：現地視察（静岡市葵区横沢地内）

時間 内容 説明者等
10:30～
11:30

Ｊ－クレジット制度に登録された森林の視察
ドローン飛行によるモニタリングデモ

萩原林業株式会社、株式会社奥平測量
設計事務所

第２部：セミナー（８階「ユーフォニア」）※会場とオンラインのハイブリッド
時間 内容 登壇者等（予定）

13:15～ 開会
13:30～
14:35

・稲梓県営林のＪ－クレジット販売証明書贈呈式
・静岡県におけるＪ－クレジットへの取組
・民間企業のカーボンニュートラルに向けた取組

静岡県森林計画課、
三井住友ファイナンス＆リース株式会
社、静銀経営コンサルティング株式会
社、下田ガス株式会社

14:45～
15:15

農業系クレジットの制度概要
（オンライン）

農林水産省大臣官房みどりの食糧シス
テム戦略グループ地球環境対策室

15:15～
15:45

農業系クレジット先進事例の紹介
（ハイブリッド）

株式会社フェイガー、
新潟県津南町

第３部：交流会（７階会議室）
時間 内容

16:00～
17:00

参加団体、企業、行政等によるプロモーションブース

４　参加者  林業関係者、金融機関、民間企業、国・県・市町職員等

５　その他　第２、３部の取材希望の方は、直接現地までお越しください。
　　　　　　また、第１部の取材希望の方は、事前に担当課まで御連絡ください。



会 見 日 2025/02/20

ダイバーシティ経営企業表彰「知事褒賞」受
賞企業の決定及び表彰式の開催

ダイバーシティ経営企業表彰「知事褒賞」受賞企業の決定及び表彰式の開催

１　要旨
静岡県では、本県中小企業のダイバーシティ経営の普及促進のため、今年度新たに企業表彰制度を創設しました。このたび、第１回目の「知事褒賞」

受賞企業として５社を決定したことから、表彰式を開催します。一般の参加者も募集し、交流会もございますので、参加を希望する方は申込フォームから
お申し込みください。

２　受賞企業（50音順）
企業等の名称 従業員

数
主な取組内容

株式会社大川原製作所
(製造業・吉田町) 278人

「誰もが個々の能力を最大限に発揮できる会社」の実現を目
指し、社内組織（OKWoMen）を立上げた。10年をかけて
DX化などの改善活動を実施し、年間1,600時間の業務時間
削減につながった。

共和サポートアンド
サービス株式会社
(製造業・浜松市)

167人

重筋作業の軽減や外国語・ひらがなでの資料作成など、多
様な人材の特性にあわせた職場環境改善に積極的に取り
組み、多様な人材が活躍することで、新たな事業展開につ
ながっている。

社会福祉法人こころ
(医療・福祉・島田市) 58人

「ピアスタッフ（精神障害者）」を雇用し、その経験や知識を
支援に活かすことで、当事者目線でのサービスを実現して
いる。

村田ボーリング技研
株式会社
(製造業・静岡市)

90人

女性社員の入社をきっかけに、作業台等の整備や福利厚生
の充実など女性が働きやすい環境を整えた結果、「男性社
員にとっても働きやすい環境」を実現し、人材確保につな
がった。

本橋テープ株式会社
(製造業・吉田町) 49人

「会社の宝は人材」という経営方針のもと、男女関係ない仕
事の割振や継続雇用年齢の引上げなどに取り組み、多様な
人材が活躍することで商品開発や売上高増（10年間で
1.5倍）につながるなど、経営上の成果が出ている。

３　選考方法
　有識者、経済団体、労働団体、行政からなる選考委員会（委員長：静岡県立大学経営情報学部国保祥子准教授）を設置し審査を実施

４　表彰式
表彰式当日は、受賞企業による取組事例発表や参加者同士の交流会を実施します。
参加を希望する方は、静岡県ＨＰに記載の応募フォームからお申し込みください。

(1) 日　時　令和７年３月11日（火）午前10時～12時30分
　　10時00分　開会・褒状授与
　　10時25分　基調講演
　　10時55分　受賞企業の取組事例発表・パネルディスカッション
　　12時00分～12時30分　交流会
(2) 場　所　県庁西館４階第一会議室（Ｂ・Ｃ）
(3) 申込方法

https://www.pref.shizuoka.jp//sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1066688.html

担当 ： 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連絡先 ： 労働政策班　TEL 054-221-2817

https://www.pref.shizuoka.jp//sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1066688.html


提 供 日 2025/02/20

タイトル 南アルプスユネスコエコパーク登録10周年記念シンポ
ジウムを開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

南アルプスユネスコエコパーク登録１０周年記念シンポジウム
を開催します！

　世界に誇る豊かで貴重な自然環境と、それに育まれた特色ある地域文化や歴史を有する「南アルプス」。
　ユネスコエコパーク登録１０周年の節目を迎えた今、南アルプスの人々の暮らしと自然についてのシンポジウムを催し、「南アルプス」を次世
代につないでいく道筋について考えます。
　県（ふじのくに地球環境史ミュージアム、自然保護課）、南アルプスを未来につなぐ会、南アルプス学会が共催し、それぞれが行うイベントを
オムニバス形式で実施します。

１　日　時　令和７年３月８日（土）10:00～17:20、９日（日）09:00～18:20
２　会　場　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　　　　　　（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）
３　入場料　無料
４　プログラム

日　時 イベント 主　催

10:00～
12:00

南アルプスを未来につなぐ会 シンポジウム
「地域の魅力を生かす未来の取組を語る
～南アルプスユネスコエコパークの次の10年に向けて～」

南アルプスを未来に
つなぐ会
（会長　山極壽一）

12:30～
14:00

静岡県南アルプスデジタル写真・動画コンクール表彰式・
記念講演会
「実は登れる南アルプス～お手軽登山とおすすめ撮影ポイ
ント～」

静岡県
自然保護課

３月８日
(土)

14:30～
17:20

南アルプス学会 シンポジウムＩ
「南アルプスの次世代に残したい人々の暮らし」 

09:00～
11:35

南アルプス学会 シンポジウムＩＩ
「南アルプスの次世代に残したい自然」 

11:40～
12:30

南アルプス学会 研究助成者報告会
（ポスター発表コアタイム）

南アルプス学会
（会長　佐藤洋一郎）

３月９日
(日)

13:00～
18:20

ふじのくに地球環境史ミュージアム国際シンポジウム
「次世代に残したいユネスコエコパーク」

ふじのくに地球環境
史ミュージアム

５　問合せ先
ふじのくに地球環境史ミュージアム
〒422-8017　静岡市駿河区大谷5762

　　TEL：054-260-7111　FAX：054-238-5870
　　E-mail：info@fujimu100.jp

mailto:info@fujimu100.jp


提 供 日 2025/02/20

タイトル 南アルプスを未来につなぐ会シンポジウム“地域の魅
力を生かす未来の取組を語る”～南アルプスユネスコ
エコパークの次の10年に向けて～を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

南アルプスを未来につなぐ会シンポジウム
“地域の魅力を生かす未来の取組を語る”

～南アルプスユネスコエコパークの次の10年に向けて～
を開催します

　「南アルプスを未来につなぐ会（山極壽一会長）」は、ユネスコエコパークに登
録された“世界の宝”である南アルプスの魅力と未来を語るシンポジウム「“地域
の魅力を生かす未来の取組を語る”～南アルプスユネスコエコパークの次の10年に
向けて～」を開催します。
　なお、本シンポジウムは、「南アルプスユネスコエコパーク登録10周年記念シン
ポジウム」の一環として開催します。
　
１　日時　令和７年３月８日（土）午前10時から正午まで
２　場所　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」会議室1001-2
　　　　　（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）
３　定員　先着150名
４　参加申込　ふじのくに電子申請サービスから事前申込をお願いします。
　　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14659
５　プログラム　・山極会長挨拶
　　　　　　　　・パネリスト発表
　　　　　　　　・パネルディスカッション
６　出演者（敬称略）

区　分 氏　名 プロフィール

松田 裕之
横浜国立大学上席特別教授
日本ユネスコ国内委員会MAB分科会の調査委員を務め
世界各地のユネスコエコパークに詳しい

牧　 大介
株式会社エーゼログループ　代表取締役CEO
ローカルベンチャーをキーワードに地域資源を最大限
活かした持続可能な地域づくりを進める

パネリスト

古川 理沙
一般財団法人私立新留小学校設立準備財団　共同代表
鹿児島を舞台に「150年後の世界に、私たちは何を残
すのか」を考える「薩摩会議」を主催

コーディ
ネーター 山極 壽一

総合地球環境学研究所 所長
前京都大学総長（平成26年～令和２年)
ゴリラを主たる研究対象として人類の起源を探り
アフリカなどで実績を積む

７　その他
　　詳しくは、南アルプスを未来につなぐ会ホームページを御覧ください。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1017645.html

 参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果の公表

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14659
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1017645.html


提 供 日 2025/02/20

タイトル 静岡県南アルプスデジタル写真・動画コンクール入賞
作品決定、表彰式・記念講演会「実は登れる南アルプ
ス～お手軽登山とおすすめ撮影ポイント～」を開催し
ます

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

◎静岡県南アルプスデジタル写真・動画コンクール入賞作品決定
○表彰式・記念講演会
「実は登れる南アルプス～お手軽登山とおすすめ撮影ポイント～」

　　を開催します

　南アルプスユネスコエコパーク登録10周年を記念して開催した静岡県南アルプス
デジタル写真・動画コンクールの入賞作品を決定しました。上位入賞者に対する表
彰式と、審査委員長による記念講演会を実施します。
　また、入賞作品は、作品集としてとりまとめ、静岡県域の南アルプスの魅力発信
に活用します。
　なお、本表彰式・記念講演会は、「南アルプスユネスコエコパーク登録10周年記
念シンポジウム」の一環として開催します。

１　入賞作品　別紙のとおり

２　表彰式・記念講演会
　(1) 日時　令和７年３月８日（土）午後０時30分から２時まで
　(2) 場所　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」会議室1001-2
　　　　　　（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）
　(3) 定員　先着150名
　(4) 申込　ふじのくに電子申請サービスから事前申込をお願いします。
　　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14659
　(5) 内容　
　・表彰式
　・記念講演会「実は登れる南アルプス～お手軽登山とおすすめ撮影ポイント～」
　　審査委員長　西田 省三（山岳写真家、映像作家）

３　作品集
　(1) タイトル 「未来に引き継ぎたい南アルプス」（非売品）
　(2) 内　  容 各部門入賞作品23点、協賛者特別賞11点
　　　　　　　 県の取組紹介など
　(3) 利用方法 静岡県のメタバース空間「Metaverse SHIZUOKA」に２月末掲載(予定)

　　　　　　　 静岡県南アルプス環境保全基金のＰＲ等に活用

 参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果の公表

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14659


提 供 日 2025/02/20

タイトル もし伊豆半島で火山が噴火したら～企画展「東部の火
山と防災」を開催～

担　　当 経営管理部 東部地域局

連 絡 先 地域課　野沢、危機管理課　沼倉

TEL 055-920-2089

伊豆東部火山群と富士山　噴火の歴史と生活への影響

１　概要
　　静岡県にある活火山は、東部地域にある伊豆東部火山群と富士山の２つのみです。今年度、８月26日が「火山防災の日」と定められたこと

も踏まえ、県東部地域局では、(一社)美しい伊豆創造センター、県富士山世界遺産センター及び県地震防災センターの協力のもと、火山
の成り立ちや日頃の備えを県民の方に再確認してもらえるよう企画展を行います。

２　内容（予定）
　・火山現象の紹介パネル
　・伊豆東部火山群、富士山のハザードマップパネル
　・伊豆東部火山群、富士山の成り立ち等のパネル
　※１月23日から静岡県東部総合庁舎で行いました企画展で展示されていた噴石等資料の展示はありません。

３　企画展
　　期間：令和７年２月26日（水）～３月11日（火）※土日を除く
　　場所：静岡県熱海総合庁舎２階ラウンジ　（熱海市水口町13-15）



提 供 日 2025/02/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比4,529人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2025/02/20

タイトル 令和６年度学校保健統計調査（確報）静岡県の概要～
本県の児童等の身長・体重は多くの年齢で全国平均を
下回る～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2025/02/21

タイトル 自動運転新車両の試乗会を開催します！

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 イノベーション推進班　花村

TEL 054-221-2497

　県が実施する「しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト」の一環として、新型車
両の関係者向けの試乗会を以下のとおりエコパで開催します。
　これまで、県は時速19km以下のグリーンスローモビリティを使用して実証実験を
行ってきましたが、新型車両（ハイエース）は時速40km程度での走行が可能です。
　試乗会では、閉鎖空間において、自動運転レベル２で走行実験を行います。

１.日時：令和７年２月28日（金）　　ア　午後２時から　　イ　午後３時から
※ア、イは同内容（各回１時間程度）

２.場所：小笠山総合運動公園（エコパ）Ｐ９駐車場
※来場には隣接のＰ10駐車場の利用が可能　https://www.ecopa.jp/map/

３.内容：
（１）新型車両の説明　10分程度　（２）新型車両試乗（走行実験）１周数分程度
　
４.主な連携企業
　東急（株）　　　　　　：自動運転車両の開発およびビジネスモデル検討
　国立大学法人名古屋大学：自動運転システムの開発

５.連絡先（取材申込先）
　建設政策課　花村　054-221-2497　mirai@pref.shizuoka.lg.jp
※試乗を希望される場合は、事前に電話またはメールでご連絡ください

https://www.ecopa.jp/map/
mailto:mirai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/02/21

タイトル 石部棚田の茅葺き屋根修復ワークショップ開催

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農地保全課農村振興班

TEL 054-221-2714

【つなぐ棚田遺産】
石部棚田の茅葺き屋根修復ワークショップ開催！

　石部棚田（賀茂郡松崎町）のシンボルとなっている茅葺き小屋の屋根修復
ワークショップ（全６回）が進行中で、３回目となる茅刈りが御殿場市で行わ
れます。
　富士山麓で石部棚田振興協議会が募集した一般参加者15名が参加します。

１　概要
（１）日　時　令和７年２月24日（月）午前９時00分から午後４時まで

（２）場　所　御殿場市　詳細はQRコード参照（googleマップ）
（３）内　容　茅葺き屋根の主材料「茅」を集めます
（４）参加費　寄付いただける額
（５）日　程　 9：00～ 9：30　茅葺き職人による茅刈り説明
　　　　　　　 9：30～12：00　茅刈り作業
　　　　　　　12：00～13：00　昼食休憩
　　　　　　　13：00～16：00　茅刈り作業、積込み

２　問合せ先
　取材を希望される場合は、事前に石部棚田振興協議会まで御連絡ください。

３　その他（イメージ：２月11日開催の第２回ワークショップの様子）

　　　 　　

４　参考
＜つなぐ棚田遺産＞
　国民に棚田地域の活性化や、棚田の有する多面的な機能の理解と協力を得る
ことを目的に、県内９箇所を含む全国271箇所の棚田を「つなぐ棚田遺産」と
して、農林水産大臣が令和４年３月２５日に認定。

＜石部棚田振興協議会＞
　石部棚田の活性化を目的に、棚田オーナー制度（農作業体験）や景観保全活
動に取り組む地域活動団体

0221besshi.pdf0221besshi.pdf



提 供 日 2025/02/21

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（2/14～2/20）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第579報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（2/14～2/20）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の37頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,834頭（死亡388頭、捕獲17,446頭）の検査を実施し、613頭の陽性（死亡170頭、捕獲443頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/02/21

タイトル 経営革新計画の承認（令和７年１月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和７年１月の経営革新計画を36件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部14件、中部６件、西部16件となっており、市町別では浜松市が最多の８件となっています。
業種別の内訳は、製造業とサービス業が最多で９件（同数）となっています。

１　令和７年１月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 14件 ６件 16件 36件 231件

　

２　市町別内訳

　　 東部
区分 　　沼津市 富士市 三島市 　富士宮市 伊豆の国市
件数 　　　２件 ５件 ２件 　　 ２件 　１件

区分 　　長泉町 函南町
件数 　　　１件 １件

　　　 中部
区分 　　静岡市 牧之原市 吉田町
件数 　　　３件 ２件 １件

　　

　　 西部
区分 浜松市 　　磐田市 　 掛川市 　 湖西市 　　袋井市
件数 ８件 　　　３件 　　　１件 　　 １件 　　　２件

区分 　　御前崎市
件数 　　　１件

　３　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 ９件 ４件 ２件 ０件 ８件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援 サービス業 その他
　件数 １件  ２件  ０件 ９件  １件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。
　（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ５版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
 https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf


提 供 日 2025/02/21

タイトル 旅館業法施行条例施行規則及び公衆浴場法施行細則の
一部改正に係る県民意見提出手続の実施

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 生活衛生班

TEL 054-221-2448

旅館業法施行条例施行規則及び公衆浴場法施行細則の

一部改正に係る県民意見提出手続を実施します。

１  趣旨
　本県では、厚生労働省が策定する「公衆浴場における水質基準等に関する指針」に基づき、旅館業法施行条例施行規則及び公衆浴場
法施行細則において、浴槽水の水質基準を定めています。

今般、当該指針が改正され、浴槽水の水質基準の検査項目の一つである「大腸菌群」が「大腸菌」に変更となる旨が示されました（令和７
年４月１日施行）。

ついては、当該指針の改正に伴い本県規則についても同様の改正を行うこととします。

２　意見の募集期間　令和７年２月21日(金) ～令和７年３月７日(金)

３　旅館業法施行条例施行規則及び公衆浴場法施行細則の一部改正(案)の閲覧方法
　　静岡県ホームページ　県民意見提出手続きの一覧　アドレス

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

４　意見の提出方法

　　電子メール、ファクシミリ、郵送または持参により、意見書（様式自由）を提出

　　意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

（提出先）

　・電子メール：eisei@pref.shizuoka.lg.jp

　・ファクシミリ：054-221-2342

　・郵送又は持参

　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号　

　　静岡県健康福祉部生活衛生局衛生課（県庁西館５階）あて

５　問合せ先

　　静岡県健康福祉部生活衛生局衛生課

　　電話番号：054-221-2448

　　電子メール：eisei@pref.shizuoka.lg.jp

６  留意事項
　いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で県のホームページにおいて、お示しします。御意見をお寄せ
いただいた方に対して、個別の回答はいたしませんので、御了承ください。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:eisei@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:eisei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/02/21

タイトル 令和６年度個別避難計画取組報告会を開催します！

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2363

令和６年度　静岡県個別避難計画取組報告会
１　目的・概要

　近年、豪雨災害をはじめとする大規模災害が頻発しており、そのたびに高齢者や障害のある人が犠牲となっております。逃げ遅れること
なく円滑に避難するためには、当事者、行政、地域住民、福祉専門職等が密接に連携し、実効性のある避難のための個別避難計画作成
に取り組むことが重要です。
　今回の報告会は、牧之原市、湖西市から取組報告をいただくとともに、兵庫県社会福祉士会事務局長の西野氏などを交えて、各市町に
おける今後の取組や課題について意見交換し、計画作成の取組をより一層促進することを目的に開催いたします。

２　日　　時　令和７年２月25日（火）13：15～16：30

３　会　　場　静岡県コンベンションアーツセンターグランシップ　10階会議室（静岡市駿河区東静岡2丁目3-1）

４　対　　象　県内市町行政(危機管理部門、福祉部門等)、市町社会福祉協議会、

介護支援専門員・相談支援事業所等の福祉専門職

※２月20日時点で100名程度の参加申込みあり

５　プログラム
時　間 内　容

12：45～ 受　付
13：15～
13：20 開　会

13：20～
13：35

（１）行政説明「来年度の取組予定」
　　報告者：静岡県健康福祉部企画政策課

13：35～
14：35

（２）事例報告「県内市町における個別避難計画の作成」
　　・牧之原市（要配慮者避難確保事業の取組）　
　　・湖西市(ひなんさんぽ)

ファシリテーター：兵庫県社会福祉士会事務局長　西野　佳名子　氏
14：35～
14：55

（３）講義「誰一人取り残さない防災の実現に向けて」
　　講師：兵庫県社会福祉士会事務局長　西野　佳名子　氏

14：55～
15：10 休　憩

15：10～
16：25

分科会（市町との意見交換）　※途中での入退出可能
第1分科会【福祉専門職との連携について】
事例報告：小山町、助言者：伊豆の国市
第2分科会【福祉避難所について】
事例報告：掛川市、助言者：富士市
第3分科会【防災の視点を取り入れた地域との連携】
事例報告：西伊豆町、助言者：静岡市障害者協会　松山　文紀　氏

16：30 閉　会

※当日の進行により、一部変更となる場合があります。



発 表 日 2025/02/21

タイトル 令和７年１月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課　　　　

富士山静岡空港株式会社

連 絡 先 054-221-3166

TEL 空港振興課 小野､大澤

富士山静岡空港の令和７年１月の搭乗者数は49,515人。

令和６年７月から７か月連続で前年同月を上回った。

１　富士山静岡空港の令和７年１月の搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 16,340 7,858 48.1
　新千歳線 16,340 7,858 48.1
　　うちANA 10,292 3,671 35.7
　　うちFDA 6,048 4,187 69.2
　丘珠線 0 0 -
出雲線 5,208 2,611 50.1
福岡線 14,340 10,982 76.6
熊本線 840 600 71.4
鹿児島線 5,192 3,596 69.3
沖縄線 10,292 5,124 49.8
チャーター便 504 328 65.1

国内線計 52,716 31,099 59.0
ソウル線 18,900 14,277 75.5
上海線 4,056 2,950 72.7
杭州線 1,550 846 54.6
楡林線 - - -
チャーター便 349 343 98.3

国際線計 24,855 18,416 74.1
合計 77,571 49,515 63.8

※非公表の香港線は除く。  
※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和７年１月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 511 172 683

就航便数（便）　　　　b 510 164 674

就 航 率（％） 　   (b/a) 99.8 95.3 98.7

３　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～令和７年１月)の累計搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 167,230 110,593 66.1
　新千歳線 132,334 83,428 63.0
　　うちANA 74,534 40,635 54.5
　　うちFDA 57,800 42,793 74.0
　丘珠線 34,896 27,165 77.8
出雲線 49,176 28,329 57.6
福岡線 170,528 118,441 69.5
熊本線 4,872 3,267 67.1
鹿児島線 49,500 34,435 69.6
沖縄線 74,534 48,471 65.0
チャーター便 5,628 3,974 70.6

国内線計 521,468 347,510 66.6
ソウル線 140,616 116,524 82.9
上海線 41,136 26,168 63.6
杭州線 11,013 6,060 55.0
楡林線 2,760 1,706 61.8
チャーター便 2,594 1,918 73.9

国際線計 198,119 152,376 76.9
合計 719,587 499,886 69.5

 ※非公表の香港線は除く。
 ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。



４　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～令和７年１月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 5,481 1,237 6,718

就航便数（便）　　　　b 5,412 1,165 6,577

就 航 率（％）   　 (b/a) 98.7 94.2 97.9



提 供 日 2025/02/21

タイトル ＃つながる富士山静岡空港 × JR東海 ～旅に出よう、
ここ静岡から～。ひかりんちょさん、當間ローズさん
とともに、ＪＲ静岡駅・浜松駅改札口前で｢富士山静岡
空港開港15周年PR号外｣を配布します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL  054-221-3166

#つながる富士山静岡空港 × JR東海 ～旅に出よう、ここ静岡から～

富士山静岡空港は、2024年に開港15周年を迎え、開港からの累計搭乗者が800万人を達成しました。この節目を記念し、JR東海との連携
イベントを下記のとおり実施します。本イベントは、空港の認知度向上および利用促進を目的とし、2025年度夏ダイヤ（令和７年３月30日～
令和７年10月25日）のプロモーション活動の一環として開催します。

１　イベント概要

項目 内　容
日時 2025年３月３日(月)

7：30～9：00、17：30～19：00(予定)
2025年３月４日(火)
7：30～9：00、17：30～19：00(予定)

場所 JR静岡駅改札口前 JR浜松駅改札口前
内容 各駅利用者に静岡新聞「富士山静岡空港開港15周年PR号外」の配布を通じて、

2025年夏ダイヤの周知及び利用促進を図る。
ゲスト

吉田町出身で、若年層を中心にSNSを通じて
影響力のある“ ”さんとともに静岡新
聞ＰＲ号外を配布します。
（登場時間）
　17：30～18：00、18：30～19：00（予定）

湖西市出身で、音楽やエンターテインメントの
多彩な分野で活躍中の“ ”さんととも
に静岡新聞ＰＲ号外を配布します。
（登場時間）
　17：30～18：00、18：30～19：00（予定）

主催 静岡県、富士山静岡空港株式会社、富士山静岡空港利用促進協議会(50音順)
協力 東海旅客鉄道株式会社

２　取材について
　取材を希望される方は、下記により ２ 月25 日( 火)17 時 までに手続きをしてください。

項目 内容
提出書類 撮影等申込書
提 出 先 ＪＲ東海静岡広報室
提出期限 ２月25日(火) 17時まで

３　取材に当たっての留意事項
(１)取材に当たっては、撮影等申込書に記載の【承認条件等について】をよくご確認いただき、静岡県(空港振興課)及びＪＲ東海の指示に

従ってください。
(２)駅構内での取材について御不明な点は、ＪＲ東海静岡広報室までお問合せください。

　富士山静岡空港は、地域と連携した新しい取り組みを通じ、さらなる発展を目指してまいります。ぜひ本イベントにご注目ください。



提 供 日 2025/02/21

タイトル 「静岡県SDGsビジネスアワード2024」発表会＆表彰式
を開催します！
～３か月間のブラッシュアップを経た８団体が最終の
事業アイデアを発表～

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3597

静岡県SDGsビジネスアワード2024」発表会＆表彰式を開催します！
～３か月間のブラッシュアップを経た８団体が最終の事業アイデアを発表～

１　要旨
　　　県では、環境と経済の好循環の実現に向けた環境ビジネスの拡大のため、環境課題解決に貢献する事業アイディアを育成・表彰する「静

岡県SDGsビジネスアワード」を実施しています。
　　　今年度は８団体を採択し、各種専門家の支援を受け、３か月間事業アイデアのブラッシュアップを行いました。この度、各団体が最終の事

業アイデアの発表を行うとともに、表彰式を開催し、８団体の中から最も優れた団体に対して、静岡県知事賞を授与します。

   ２　発表会・表彰式概要
　　　日時：令和７年３月12日（水）　13時15分～17時00分　（開場　12時45分）
　　　場所：サールナートホール　大ホール（静岡市葵区御幸町11-14）
　　　タイムスケジュール：
　　　▼　13時15分～　主催者あいさつ、イントロダクション
　　　▼　13時35分～　成果発表（８団体）
　　　▼　16時10分～　結果発表＆表彰式（知事賞１件・優秀賞３件程度・奨励賞４件程度）

　３　発表団体の概要　※50音順　
団体名 所在地 事業名

株式会社ウミゴー 西伊豆町 静岡発、海業の社会実装。
DX釣場管理 海釣りGO / ソーシャルアクション 釣り場解放PJ

株式会社オカラテクノロジズ 静岡市 食用利用がたった1%のおからを用いた
アップサイクル事業への挑戦

掛川モデル：製品プラスチック資源循環
プロジェクトチーム（掛川市、株式会社
カインズ、株式会社太洋サービス、株式
会社プラニック、ヴェオリア・ジェネッツ
株式会社、三甲株式会社）

掛川市
（実施場所）

掛川モデル「製品プラスチック」の拠点回収による資源循環事業

有限会社燦有機研究所 焼津市 静岡県の眠れる資源「飲料残渣」由来のバイオ炭・新バイオ燃料の活用によるGX推進
静岡オクシズUU株式会社(静岡ジェー
ド)
フジミ模型株式会社 
株式会社チューセイ

静岡市 ピンポン球リサイクルプロジェクト

株式会社ソーイ 沼津市 UP 0 TECHでサーキュラーエコノミーへの挑戦
中村建設株式会社 浜松市 究極の脱炭素サイクルシステムをめざして

AMF(菌根菌)×早生日本桐(ジャパロニア)＝カーボンニュートラル
Marine Sweeper 焼津市 海洋再生事業 Marine Sweeper

４　申込フォーム
　https://ws.formzu.net/dist/S808045103/　
 参加を御希望される方は３月10日(月）までに御申込ください。

５　その他　
    発表団体の詳細は、特設ＨＰを御参照ください。　　　
  　 https://www.shizuoka-sdgs-business-award.com/ceremony-2024　 

６　取材申込
    参加を御希望されるメディアの方は当日会場までお越しください。

 参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表

https://ws.formzu.net/dist/S808045103/
https://www.shizuoka-sdgs-business-award.com/ceremony-2024


提 供 日 2025/02/21

タイトル 静岡県地理情報システム（ＧＩＳ）上での災害危険区
域（２号区域）図面における個人情報の掲載について

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築安全班

TEL 054-221-3079

１　要旨
静岡県では、災害危険区域の情報を広く閲覧出来るようにするため、静岡県地理情報システム（GIS）で災害危険区域（２号区域）の図面

を公開しているが、公開している図面の一部に個人情報が記載されていることが判明した。

２　個人情報の内容
（１）記載されていた個人情報：氏名及び一部の地番
（２）記載されていた個人情報の人数：2,262名

３　発生原因
　　図面の公開（平成23年）にあたり、個人情報への認識が欠けており削除せず公開してしまった。

４　今までの対応
　・判明した当日の令和７年１月28日（火）中に、静岡県地理情報システム（GIS）での当該図面の公開を一旦停止した。
　・個人情報の記載の有無について、全ての災害危険区域（２号区域）の図面を確認した後、２月７日（金）に個人情報が記載された指定図

等の添付図面を除き、公開を再開した。

５　今後の対応
「個人情報の保護に関する法律についての事務対応ガイド」に基づき、本人への通知が困難な場合の代替措置として、本件内容をホー

ムページにて公表する。

６　再発防止策
　・各種図面を扱う関係者に対し、個人情報の取扱いについて周知・徹底する。
　・静岡県地理情報システム（GIS）上で図面等を公開する際は、個人情報の記載がないか２人以上で全数チェックする。

７　問合せ先
　　静岡県くらし・環境部建築住宅局建築安全推進課建築安全班
　　電話番号：054-221-3079

８　参考
　・災害危険区域とは

　　　　　建築基準法に基づき、災害が発生するおそれのある区域を、知事が指定することにより、建築物の建築を禁止又は制限している区域
　　　・静岡県地理情報システム　https://www.gis.pref.shizuoka.jp/

https://www.gis.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/02/21

タイトル 駐日ネパール大使及びネパール政府の研修員が知事を
表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309

駐日ネパール大使及びネパール政府の研修員が
知事を表敬訪問します

（要 旨）

　　駐日ネパール大使及び本県で防災、廃棄物管理分野の研修を受ける

ネパール政府職員４人が知事を表敬訪問します。

（概 要）

１　日　時　令和７年２月27日（木）17時10分～17時30分（20分間）

２　場　所　県庁別館９階　特別第１会議室

３　訪問者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏名 役職・派遣元（研修分野）

　ドゥルガ　バハドゥール　スベディ 　駐日ネパール特命全権大使

　ロケンドラ　バハドゥール　ビスト 　ネパール内務省（防災）

　ビマル　パウデル 　ネパール内務省（防災）

　ボーズ　ラジ　ギミレ 　ネパール連邦制・総務省（廃棄物管理）

　アミット　ドゥンガナ 　ネパール連邦制・総務省（廃棄物管理）

４　言　語　 日本語・ネパール語（通訳あり）

５　その他　 16時30分より、同会場で研修修了式も実施(大使同席予定)

＜研修概要＞

項目 内容

概要
ネパールの課題解決への貢献と、現地での本県のプレゼンス向上

を図るため、本県が実施（研修分野：防災、廃棄物管理）

日程 令和７年２月24日（月・祝）～３月１日（土）（６日間）

内容 県関係部局による講義、関連施設視察等



提 供 日 2025/02/25

タイトル 浜松特別支援学校高等部3年第２回江之島クリーン作戦

担　　当 教育委員会 浜松特別支援学校

連 絡 先 高３学年主任　西澤　智幸

TEL 053-427-1307

浜松特別支援学校高等部３年生が、
第２回江之島クリーン作戦を実施します！

浜松特別支援学校では、今年度学んだSDGｓの課題解決に向けて、自らが学校周辺地域の清掃に取り組んでいます。中田島砂丘や
海岸の清掃を年間２回実施しており、
今回は今年度２回目の活動となります。 
 
　
１　日　時
　　令和７年２月28日（金）午前９時から11時30分まで
　（雨天予備日３月３日（月））
　　
２　会　場
　　清掃場所：中田島砂丘（浜松市中央区中田島町1313番地）及び中田島砂丘周辺
　　集合場所：遠州浜海浜公園（風車公園　浜松市中央区中田島町1674）

３　参加者
　　高等部３年生徒29人、教員10人　全39人

４　その他
　　取材いただける際は事前の御連絡をお願いいたします。

　　浜松特別支援学校ホームページ
　　https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
　　公式Instagram
　　https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/

５　問合せ先
　　静岡県立浜松特別支援学校
　　高３学年主任　西澤　智幸
　　電　話　　053-427-1307（高等部直通）
　　メール　　hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp
　　

「有徳の人づくり」を進めています。
　静　岡　県　教　育　委　員　会　

https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/
mailto:hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/02/25

タイトル 静岡県社会インフラ長寿命化計画（橋梁及び大型構造
物）改定委員会の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路整備課

連 絡 先 橋梁班

TEL 054-221-3011

　静岡県社会インフラ長寿命化計画（橋梁及び大型構造物）改定委員会の開催

　静岡県では、橋梁及び大型構造物について、インフラメンテナンスの更なる効率化・高度化を推進するため、長寿命化計画の改
定を予定しています。
　改定に向け、「静岡県社会インフラ長寿命化計画（橋梁及び大型構造物）改定委員会（第１回）」を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　記

１　開催日時
　　　令和７年３月４日（火）　15:00～17:00
２　開催場所
　　　静岡県庁別館２階第１会議室ＢＣ
３　議事事項
　　（１）　本県における維持管理の取組
　　（２）　本県の維持管理の状況
　　（３）　持続可能なインフラメンテナンスに向けて　　
　　（４）　現行計画の評価
４　構成委員
　　（学識委員）
　　　・名古屋大学大学院　工学研究科　土木工学専攻
　　　　教授　舘石　和雄
　　　・山梨大学大学院　総合研究部　工学域　土木環境工学系
　　　　教授　斉藤　成彦
　　　・横浜国立大学大学院　都市イノベーション研究院
　　　　教授　藤山　知加子
　　　・一般社団法人日本建設機械施工協会　施工技術総合研究所　研究第二部
　　　　部長　小野　秀一
　　（行政委員）
　　　・道路局長
　　　・道路企画課長
　　　・道路整備課長
　　　・道路保全課長
５　傍聴について
　　　・傍聴を希望される方は、開始時刻までに開催場所にお越しください。
　　　・傍聴定員は５人とし、14時45分より先着順で受付します。
　　　・定員に達し次第、受付を終了します。
　　　・受付後は、事務局の指示により着席してください。
６　取材について
　　　・取材を希望される方は、受付に申し出てください。
７　参考
　　　・現計画について、橋梁は2017年３月、大型構造物は2019年３月に改定して
　　　　います。



提 供 日 2025/02/25

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

建設業法違反行為の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係る入
札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行います。

　１　入札参加停止の内容
　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第８号（建設業法違反行為）　　に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　　 号 パナソニック環境エンジニアリング株式会社
代表者氏名 代表取締役　小野　勝
本店所在地 大阪府吹田市垂水町３-28-33
停 止 期 間 １か月

　
　３　入札参加停止の理由

 パナソニック環境エンジニアリング株式会社は、建設業法の規定に違反し、資格要件を満たさない者を主任技術者及び監理技術者、専任技術者
として工事現場や営業所に配置していた。これらのことが建設業法第28条第１項第２号及び第１項本文に該当するとして、令和７年１月31日、近畿地
方整備局長より、監督処分（営業停止及び指示処分）を受けた。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年２月25日から令和７年３月24日まで

　（参考）　
　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第８号

措置要件 措置期間
建設業法（昭和24年法律第100号）の規定に違反し、工事等の
契約の相手方として不適当であると認められるとき（略）。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2025/02/25

タイトル イトーヨーカドー三島店での催事で「ふじのくに新商
品セレクション2024」受賞商品を販売！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

イトーヨーカドー三島店での催事で
「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品を販売！

１　要　旨

　・「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品のＰＲと販路開拓支援を目的として、イトーヨーカドー三島店の協力により、同店が開催する

物産展「富士山周辺うまいもの展」に受賞商品の販売コーナーを設けます。

　・同物産展での受賞商品の販売コーナーの設置は、今回が初めてとなります。

２　「富士山周辺うまいもの展」概要

区分 内　容

開催日時
令和７年３月４日（火）～10日（月）までの７日間

午前10時から午後７時まで（最終日10日（月）は午後６時まで）

会場 イトーヨーカドー三島店（三島市中田町9-30）

主催等
主催：株式会社イトーヨーカ堂　三島店
企画・運営：有限会社　静岡吾作

商品等

○ふじのくに新商品セレクション2024受賞事業者：４事業者

事業者名 市町 受賞商品

(有)渡辺水産 下田市 金目鯛ごはんの素
　※3/7(金)～10(月)のみ出展

シャンテピザ 静岡市 桜海老のピザ

廣瀬農園 三島市 赤甘のトマトジュース
※3/5(水)～10(月)のみ出展

酪農王国（株） 函南町 あみにょん焼き（12個入）

○物産展には、上記含め県内外から42事業者（予定）が出展



提 供 日 2025/02/25

タイトル 子ども予防接種週間がはじまります。

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策班

TEL 055-928-7273

令和７年３月１日（土）～令和７年３月７日（金）は、

子ども予防接種週間です。

　保護者等の予防接種に対する関心を高め、予防接種率の向上を図ることを目的として、日本医師会、日本小児科医会及び厚生労働
省の主催により「子ども予防接種週間」が実施されます。
　４月に入園・入学を控えたお子さんがいらっしゃる保護者の方は、お子さんが必要な予防接種を済ませているかどうか、母子手帳
等で確認しましょう。まだ接種していない予防接種があれば、入園・入学前に接種しましょう。

１　実施期間
　令和７年３月１日（土）～令和７年３月７日（金）

２　子どもが対象の予防接種
　予防接種法に基づく、ジフテリア、百日せき、破傷風、急性灰白髄炎（ポリオ）、麻しん、風しん、日本脳炎、ＢＣＧ、ヒブ、
小児用肺炎球菌、水痘、Ｂ型肝炎、ロタウイルスなど

３　問合せ先等
子どもが対象の予防接種の詳しい内容については、お住まいの市町の予防接種担当課にお問い合わせください。
静岡県予防接種センターについては、静岡県立こども病院のホームページを御覧ください。

　　　　　静岡県立こども病院ホームページ
　　　　　（http://www.shizuoka-pho.jp/kodomo/yobocenter/index.html）　

　　　　　　
入園・入学前に接種が推奨されているワクチン

ワクチンの種類  時期・接種回数

麻しん・風しん  １歳の間と小学校入学前の１年間に計２回接種します。

ヒブ  ５歳までに最大４回接種します。

肺炎球菌  ５歳までに最大４回接種します。

５種混合  ７歳６ヶ月までに４回接種します。

 日本脳炎  ７歳６ヶ月までに３回接種します。

※　麻しん・風しんは、感染力が強く、過去に定期の予防接種を受ける機会がなかった世代を中心に数年おきに大きな流行が
みられます。妊娠中の女性が罹患すると、出生児に障害を引き起こす、先天性風しん症候群が生じる可能性もあることから、
無料で受けることができる入学前の予防接種を推奨しています。

http://www.shizuoka-pho.jp/kodomo/yobocenter/index.html


提 供 日 2025/02/25

タイトル 令和６年度静岡県依存症対策連絡協議会の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2920

令和６年度静岡県依存症対策連絡協議会の開催

　静岡県では、本県における依存症者の支援に関することについて協議・検討することを目的として、平成30年度から静岡県依存症対策連
絡協議会を設置しております。
　本年度は、以下のとおり開催します。

１　 日時
　　 令和７年２月27日（木曜日）午後１時30分から午後３時まで

２　 会場
　   ＪＲ静岡駅ビルパルシェ７階貸会議室　第２会議室
　　 　　　　 （静岡市葵区黒金町49番地）

３　 内容
（１）令和６年度依存症対策総合支援事業について

４　 参加者
　　 当協議会委員、陪席者及び事務局

５　 会議の公開
（１）傍聴定員　５名
（２）傍聴手続
  　傍聴を希望される方は、上記開催時刻までに、受付で氏名、住所を記載し、
  事務局の指示に従って会場に入室してください。傍聴の受付は、当日午後１時15分から
  先着順で行います。定員になり次第、受付を終了します。

６　 問い合わせ先
　　 静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　 電話番号：054-221-2435
      E-mail：seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/02/25

タイトル 令和６年度｢愛の援聴週間｣啓発事業を実施します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 254-221-2367

　　　令和６年度「愛の援聴週間」啓発事業を実施します

　　静岡県では、３月３日（耳の日）から９日までを「愛の援聴週間」と定めてお
　り、聴覚に障害のある人に対する理解を深めるため啓発活動を実施しています。
　　今年度の「愛の援聴週間」では、聴覚に障害のある人を講師に迎え、以下のと
　おり開催します。

１　概要
　　【賀茂地区】
　　日　時　令和７年３月３日（月）10時～11時30分　　
　　会　場　下田消防本部 （下田市六丁目１-14）
　　対象者　下田消防署職員
　　内　容　講演、手話実技等
　　
　　【東部地区】
　　日　時　令和７年３月４日（火）９時30分～11時　　
　　会　場　熱海市中央公民館７階多目的会議室（熱海市中央町１-25） 
　　対象者　熱海市消防署職員 
　　内　容　講演、手話実技等

２　主催
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課

３　留意事項
　　当日の取材の際には、前日までに静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課身体障害福祉班（電話054-221-2367　
FAX054-221-3267）まで御連絡ください。

４　その他
　　「愛の援聴週間」を啓発するため、２月17日から３月10日まで、県庁本館正面入口に啓発用看板を掲出します。



提 供 日 2025/02/25

タイトル 伊豆市 柿木川の水質調査の結果
－全ての調査項目が環境基準に適合－

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

１　要旨

　　　宗教法人平和寺本山敷地内（伊豆市大平柿木）から流出した廃棄物混じりの土砂による、柿木川の水質への影響の有無を確認する

ため、県においてカドミウム、鉛、ふっ素　を測定したところ、全ての調査項目が環境基準に適合していた。

２　調査の概要

採 水 日 令和７年１月14日（火）

調査地点
柿木川への土砂流出地点の下流

※１
、小尻梨橋、柿木第一砂防ダム上

流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙参照（No.２～６））

調査項目 カドミウム、鉛、ふっ素及び浮遊物質量（ＳＳ）
※２

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合（別表のとおり）

※１　柿木川への土砂流出地点の上流（No.１）は、水量が少ないため採水できず

※２　濁りの状況を確認するために測定

　　

３　今後の対応

　　引き続き、伊豆市と県で毎月交互に水質調査を実施する。

【参考】

ア　令和６年12月３日（火）に伊豆市が実施した水質調査

調査地点
　柿木川への土砂流出地点の下流

※
、小尻梨橋、柿木第一砂防ダム上

　流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙参照）

調査項目

小尻梨橋：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する

　　　　　　　27項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

そ の 他：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する４

項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

調査結果 　全ての調査項目が環境基準に適合

※　柿木川への土砂流出地点の上流（No.１）は、水量が少ないため採水できず

イ　上記の他、これまでに県（令和２年９月以降の奇数月）及び伊豆市（令和２年10月以降の偶数月）で毎月交互に実施した水質調査
では、いずれも全ての調査項目が環境基準に適合。

別表　柿木川における水質調査結果（令和７年１月14日採水）

カドミウム 鉛 ふっ素 浮遊物質量

No.2 土砂流出地点の下流 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.3 小尻梨橋 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.4 柿木第一砂防ダム上流 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.5 小白ヶ沢橋 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.3mg/L

No.6 柿木橋 0.0003mg/L

未満

0.005mg/L

未満

0.08mg/L

未満

1.3mg/L

基　準　値 0.003mg/L

以下

0.01mg/L

以下

0.8mg/L

以下

－



提 供 日 2025/02/26

タイトル 県議会令和７年９月定例会の日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

　 ２月26日の議会運営委員会において、令和７年９月定例会の日程が次のとおり内定されたのでお知らせします。
　 なお、諸事情により日程等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

月　　　日 会　　　議

　９月１０日（水） 　議会運営委員会

　９月１７日（水） 　開会

　９月１９日（金） 　本会議（質問）

　９月２２日（月） 　本会議（質問）

　９月２４日（水） 　本会議（質問）

　９月２５日（木） 　本会議（質問）

　９月２６日（金） 　本会議（質問）

１０月　１日（水） 　常任委員会

１０月　２日（木） 　常任委員会

１０月　３日（金） 　常任委員会

１０月　８日（水） 　議会運営委員会

１０月　９日（木） 　閉会



提 供 日 2025/02/26

タイトル 県議会令和７年５月臨時会の日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

　２月26日の議会運営委員会において、令和７年５月臨時会の日程が次のとおり内定されたのでお知らせします。
   なお、諸事情により日程等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

月　　　日 会　　　議

４月１１日（金） 　議会運営委員会

５月１２日（月） 　議会運営委員会

５月１９日（月） 　臨時会



提 供 日 2025/02/26

タイトル ふじのくに出会いサポートセンター
「成婚者」をお招きした特別セミナーを開催しま
す！！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

ふじのくに出会いサポートセンター
「成婚者」をお招きした特別セミナーを開催します！！

県と市町が運営する公的な結婚支援拠点「ふじのくに出会いサポートセンター（通称：しずおかマリッジ）」では、令和4年4月にマッチ
ングサービスを開始してから、令和７年１月末時点で75組の成婚者が誕生しております。

今回は、しずおかマリッジを利用して実際にご成婚された夫婦をお招きした特別セミナーを、初の試みとして開催します。

１　開催概要
セミナー名成婚者の婚活ストーリー【会場＆オンライン同時開催！】

日時 令和７年３月１日（土）14時00分～15時00分
会場 株式会社東海道シグマ８F　大会議室

（ふじのくに出会いサポートセンター所在ビル）
（静岡県静岡市葵区御幸町8-1）

内容等
（予定）

・しずおかマリッジで活動されている会員様を対象としたセミナーです。
・「しずおかマリッジの活用方法」や「お見合いから結婚までの流れ」など、
　成婚に至った体験談や成婚秘話をインタビュー形式でお伺いします。
・会場とオンラインのハイブリッド開催で行います。

13:45 受付開始
14:00 セミナー開始
（１）成婚者インタビュー
（２）質疑応答
15:00 終了

　２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】
　令和７年２月28日（金）までに
　こども未来課少子化対策班（054-221-2037）に連絡をお願いします。
【依頼事項】
　・参加者個人を特定できるような映像・画像の撮影は御遠慮ください。
　・セミナー運営を妨げる撮影は御遠慮ください。
　・セミナー時間内の参加者への個別取材は御遠慮ください。
　（※）セミナー終了後の取材について、本人の同意に基づく範囲内において、
　　　　個別交渉で実施していただくことを妨げるものではありません。

　
　　●ふじのくに出会いサポートセンター概要

　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援するために運営する拠点。
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
6,511件 2,185件 357件 75件

https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2025/02/26

タイトル 【当日取材希望】大学生が静岡県キャリア教育プログ
ラムの成果を発表します！～2025年春の静岡県キャリ
ア教育プログラム事後学習の開催～

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3557

【 当日取材希望】 大学生が静岡県キャ リ ア教育プログラ ムの成果を
発表し ます！

～2025年春の静岡県キャ リ ア教育プログラ ム事後学習の開催～

１　要　旨
静岡県は、2024年夏に引き続き、主に大学１・２年生を対象とした「2025年春の静岡県キャリア教育プログラム」を開催しています。
同プログラムでは、 複数 の 県内企業 での 就業体験 と 事前 ・ 事後 の 学習 を 組 み 合 わせ 、 大学生 に 地域 の 産業 や 企業 の 魅力 について 学 ぶ 機会

 を 提供しています。
このたび、今回のプログラムに参加し、企業実習を経験した大学生が、企業実習の振り返りや、初めて社会で働く経験をして感じたこと

等を発表する「事後学習」を以下のとおり実施します。
 初 めて 社会 で 働 く 経験 をした 大学生 のリアルな 声 を 聞 くことのできる数少ない機会です。

≪2025年春の静岡県キャリア教育プログラム全体日程≫
日　程 場　所 内　容

・ガイダンス
・メッセージ「参加者に期待すること」
　《大学・企業関係者》

令和７年
１月27日～
２月14日

オンデマンド
・講義「社会で働くことの理解と意識醸成」
　《静岡大学 宇賀田教授》

２月14日
ＪＲ静岡駅ビル内
パルシェ貸会議室

事前
学習

・講義「静岡県の産業」《静岡産業大学 小泉教授》
・目標の設定《静岡大学 宇賀田教授》

２月17日～
２月28日

県内企業
企業
実習

１人当たり３～５日間の企業実習
（内容は各企業ごとに異なる）

３月４日
静岡市産学交流
センターＢ-nest

事後
学習

・プログラムの成果の発表
・参加者へのフィードバック（実習先企業関係者及び　
キャリア教育検討会議委員からのコメント等）
・まとめ《静岡大学 宇賀田教授》
・参加学生と企業との交流

２　事後学習概要
　(1) 日　　時： 令和 ７ 年 ３ 月 ４ 日 （ 火 ）13 時30 分 ～16 時00 分（対面で実施）

(2) 場　　所：静岡市産学交流センターＢ-nest６階　プレゼンテーションルーム
（静岡市葵区御幸町3-21）

(3) 参加学生：大学生１・２年生20名
(4) 内　　容：

項　目 詳　細 講　師
企業実習
のまとめ

・企業実習の振り返り（目標は達成できたか）
・今後の自身の生活にどのように活かしていきたいか

成果の
発表・共有 ・振り返りの内容の発表と学生間での共有

参加者への
フィードバック

・講師から学生へのフィードバック
・実習先企業関係者及び検討会議委員からのコメント

まとめ
・プログラム全体の統括
・今後の学生生活や就職活動等に向けたエール

企業との交流 ・学生と企業との交流

静岡大学
宇賀田教授

３　お問い合わせ
取材いただける場合には、令和７年３月４日（火）10時までに、下記のいずれかの機関まで連絡をお願いいたします。

・県スポーツ・文化観光部総合教育局大学課　大学・学術班
　電　話：054-221-3557
・公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局（運営委託先）

　　電話：054-249-1818
　　住所：〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1もくせい会館２階
　　ＵＲＬ：https://www.fujinokuni-consortium.or.jp

（参考）静岡県キャリア教育プログラムＨＰ
　　　https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course03/career_kyouiku_programs/

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp
https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course03/career_kyouiku_programs/


提 供 日 2025/02/27

タイトル 令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志
願変更の状況

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3114

令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願変更の状況

県内公立高等学校93校（分校等４校を４校と数える。）において、２月26日から
実施していた令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願変更受付を、本日
（２月27日正午）締め切りました。
　志願者数等の状況については、県教育委員会高校教育課のホームページに掲載し
ます。

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html


提 供 日 2025/02/27

タイトル 令和７年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度）（早
期試験）募集開始

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2276

令和７年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度）（早期試験）募集開始

１　令和７年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度）（早期試験）の概要
　　令和７年度に実施する 静岡県職員採用試験 （ 大学卒業程度 ） の 早期試験について、３月３日(月）から募集を開始します。

○早期試験の概要

職　種
採用
予定
者数

申込期間
第１次試験
（試験内容）

第２次試験
（試験内容） 最終合格発表

土　　木 10人

農　　業 ４人

林　　業 ４人

農業土木 ３人

建　　築 １人

薬剤師 ２人

保健師 ２人

電　　気 １人

機　　械 １人

計 28人

３月３日(月)
～３月21日(金)

４月20日(日)

・能力検査ＳＰＩ
３
・専門試験

５月19日(月)
～５月30日(金)

の指定する日

・論文試験(※)
・適性検査
・集団討論
・面接試験

※第１次試験で実
施し、第２次試
験で採点

６月中旬

○令和７年度における早期試験の変更内容
区分 変更内容

○対象職種の拡大
４職種→９職種

・土木、農業土木、建築、薬剤師
　　 ＋ 農業 、 林業 、 保健師 、 電気 、 機械を対象に実施　 計 ９ 職種

○能力検査ＳＰＩ３の
導入

基礎能力試験から、民間企業の採用活動で使用されている能力試験
ＳＰＩ３に変更

○東京会場の新設 静岡会場（県庁）に加え、受験生の利便性を考慮し新設

２　その他
静岡県職員採用情報ホームページで随時新しい情報を提供しています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html


提 供 日 2025/02/27

タイトル 令和７年度静岡県職員・警察官採用試験の実施予定

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2276

令和７年度静岡県職員・警察官採用試験の実施予定

静岡県では、多様化、複雑化する行政ニーズに対応するため、様々な資質・能力を持った人材を求めています。静岡県の未来を創る人
材を採用するため、令和７年度の静岡県職員・警察官採用試験を次のとおり実施します。

※募集職種、採用予定者数等は、「詳細情報発表日」に公表します。

１　実施日程

試験区分
詳細情報
発表日 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日

最終
合格発表

日
静岡県職員採用試験
(大学卒業程度)（早期

試験）
１月24日(金) ３月３日(月)

～３月21日(金) ４月20日(日)
５月19日（月）
～５月30日

（金）
６月中旬

静岡県職員採用試験
(大学卒業程度)

５月９日(金)
～５月23日(金) ６月15日(日)

７月上旬
～８月上旬 ８月下旬

＜新　　設＞
静岡県職員採用試験
(大学卒業程度)（秋季

試験）

９月18日(木)
～10月14日(火) 10月26日(日) 11月中旬

～12月上旬 12月下旬

静岡県職員採用試験
(短期大学卒業程度)

静岡県職員採用試験
(高等学校卒業程度)

８月６日(水)
～８月27日(水) ９月28日(日)

10月中旬
～10月下旬 11月上旬

＜時期変更＞
静岡県職員採用試験

(職務経験者)

９月18日(木)
～10月14日(火) 10月26日(日) 11月中旬

～12月上旬 12月下旬

静岡県職員採用試験
(障害のある方)

５月９日(金)

６月２日(月)
～６月20日(金) ９月21日(日)

10月上旬
～10月中旬 11月上旬

Ａ(大卒）

Ｂ(大卒以
外)

＜名称変
更＞

社会人等
経験者

静岡県
警察官

採用試験
（第１回）

情報処理

３月３日(月)
～４月４日(金) ５月11日(日)

５月下旬
～６月下旬 ７月中旬

Ａ(大卒)

Ｂ(大卒以
外)

＜名称変
更＞

社会人等
経験者

静岡県
警察官

採用試験
（第２回）

情報処理

３月３日(月)

７月18日(金)
～８月22日(金) ９月21日(日)

10月上旬
～11月下旬 12月上旬

【令和７年度試験実施に係る変更点】（早期試験を除く）
区分 変更内容

＜新設＞
大学卒業程度
【秋季試験】

○定期的に行う試験として新設（令和６年度は定期外試験）
・令和７年度は行政II及び土木について実施予定

職務経験者
○第１次試験の実施時期を７月→１０月に変更

・転職市場が活性化する年度後半にかけて実施

警察官
○「自己推薦」区分→「社会人等経験者」区分に変更

・メインターゲットの社会人が受験しやすい名称へ変更
・能力検査ＳＰＩ３の導入による受験者層の拡大

２　その他
静岡県職員採用情報ホームページで随時新しい情報を提供しています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html


提 供 日 2025/02/27

タイトル てくてく太田川第24号を発行！

担　　当 交通基盤部 袋井土木事務所河川改良課

連 絡 先 河川改良班　小菅

TEL 0538-42-3289

「てくてく太田川第24号」を発行！
～七夕豪雨で被害を受けた太田川水系を特集～

　静岡県袋井土木事務所では、太田川水系に関わりのある地域住民の方々に川に関する様々な情報を発信する目的として、太田川水系に

関する情報誌「てくてく太田川」を発行しています。

　今回発行する「第24号」は七夕豪雨で被害を受けた太田川水系を特集しました。

　当時被害を受けた方や当時の静岡県土木職員から被害の状況や改修工事、復興への歩みなどの貴重なお話を伺いました。

　これからの防災に役立つこと、活用できる知恵をレポートしています。

「てくてく太田川　第24号」の概要

発行内容 特集「太田川水系の七夕豪雨」、てくてく地質学講座

印刷部数 111,000部

発行日 令和７年３月１日

配布先 掛川市（広報誌３月号折込）、袋井市・磐田市・森町（３月２日(日)朝刊新聞折込）、磐田市（自治会回覧）

配架先 掛川市役所、袋井市役所、磐田市役所、森町役場、道の駅掛川、掛川城、静岡理工科大学、袋井市観光協

会、小國神社、アクティ森、太田川ダム管理事務所、公共図書館等

ホームページの

公開

http://doboku.pref.shizuoka.jp/desaki/fukuroi/works/coproduction/pdf/024tekuteku.pdf

　　　　　 　　　　　　
てくてく太田川第24号　  袋井土木事務所インスタグラム

http://doboku.pref.shizuoka.jp/desaki/fukuroi/works/coproduction/pdf/024tekuteku.pdf


提 供 日 2025/02/27

タイトル 浜松技術専門校　令和６年度修了式の開催

担　　当 経済産業部 浜松技術専門校訓練課

連 絡 先 訓練課　内山

TEL 053-462-5602

浜松技術専門校で修了式を行います

　静岡県立浜松技術専門校では、次のとおり修了式を行います。
　１年近くの職業訓練を通じて知識や技能を身に付け、職業人として新たに旅立っていく訓練生達の姿を是非取材し、広く皆様に御紹介くだ
さい。

１　実施日時
　　令和７年３月７日（金曜日）10：00　～　10：40

２　会場
　　静岡県立浜松技術専門校（浜松市中央区小池町2444-1）　電話　053-462-5602

３　訓練科と修了生数
課程名 訓練科名 訓練期間 修了生数

機械技術科 １年 ５名
建築科 １年 １名若年者コース　普通課程

設備技術科 １年 ３名
一般コース　短期課程 電気工事科 11か月 ９名

計 18名

４　修了式次第
　（１）開式
　（２）修了証書授与
　（３）校長式辞
　（４）知事メッセージ紹介
　（５）来賓紹介　　　　　静岡県西部技能センター運営協議会会長　中村　嘉宏　　様
　　　　　　　　　　　　　浜松技術専門校協力会会長　　　　　　　三輪　容次郎　様
　　　　　　　　　　　　　浜松公共職業安定所　統括職業指導官　　柴山　明範　　様
　（６）表彰状授与
　　　ア　担い手養成施設知事表彰
　　　イ　西部技能センター運営協議会会長賞
　　　ウ　浜松技術専門校協力会会長賞
　　　エ　ものづくり競技大会の入賞
　（７）修了生誓いの言葉
　（８）閉式



提 供 日 2025/02/27

タイトル 「くふうハヤテベンチャーズ静岡」が２年目のシーズ
ン開幕にあたり森副知事を表敬訪問します！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 岩田

TEL 054-221-2504

「くふうハヤテベンチャーズ静岡」が
２年⽬のシーズン開幕にあたり森副知事を表敬訪問します︕︕

ＮＰＢファーム・リーグのシーズン開幕を迎えるにあたり、くふうハヤテベンチャーズ静岡の⾚堀監督、選⼿や関係者が、２年目となるチームの意気込み
等を森副知事に報告します。

＜表敬概要＞
　１　⽇　時　令和７年３⽉３⽇（⽉）　17時30分 から 17時45分 まで（15分間）

　２　場　所　森副知事室（県庁東館５階）

　３　訪問者
　　　　 【くふうハヤテベンチャーズ静岡】
　　　　　　球団社⻑　　　　 　池⾕⽥⾕省⾕吾（いけだ　しょうご）

　　　　　　球団本部⻑　　　　⻑⾕川⾕⽂⾕太（はせがわ　ぶんた）

　　　　　　監督　　　　　　　　 ⾚⾕堀⾕元⾕之（あかほり もとゆき）

　　　　　　キャプテン　　　　　  高⾕橋⾕⾕⾕駿（たかはし しゅん）

　　　　　　選⼿　　　　　　　　 鈴⾕⽊⾕将⾕平（すずき　しょうへい）

　４　内　容
　　　　(1)　挨拶

　　　　(2)　シーズン開幕報告

　　　　(3)　写真撮影



提 供 日 2025/02/27

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第168報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果について、
前回の速報（令和７年１月30日）から２月末までに結果がまとまったものを報告します。
　採取した試料一部（土壌）で過去の変動幅

※
を上回りましたが、健康への影響が心配されるレベルではありませんでした。

　なお、過去の変動幅を上回った原因は、浜岡原子力発電所ではなく、過去の核爆発実験や東京電力（株）福島第一原子力発電所
の事故等で放出された放射性物質の影響と推定しました。
　　※　過去の変動幅：東電事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
（東電事故前５年間）

単位

 (1) 土壌〔４〕
御前崎市３か所、
牧之原市１か所
採取日:12/3,17

10.2 1.7～8.9 Bq/kg 乾土

 (2) 大根〔３〕
御前崎市２か所、
牧之原市１か所
採取日:1/7,16,22

0.017 ND～0.029 Bq/kg 生

 (3) 白ねぎ〔１〕
御前崎市１か所
採取日:12/23

0.012 － Bq/kg 生

 (4) 浮遊塵〔５〕

御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取期間:12/2～
1/5

ND ND mBq/m
3

 (5) 白菜〔３〕

御前崎市２か所、
牧之原市１か所
採取日:
11/28,12/6,20

ND ND Bq/kg 生

　（注）
　　・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
　　・「ND」は、検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　一般食品　100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳　50 Bq/kg、飲料水　10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2025/02/27

タイトル 令和６年度消防功労者消防庁長官表彰受章者の決定

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2074

令和６年度消防功労者消防庁長官表彰受章者の決定

　総務省消防庁では、消防吏員及び消防団員等の士気を高めるとともに、地域住民の消防に対する理解を深めるため、消防に関しての功績
があった消防吏員、消防団員等及び消防機関に対して、毎年３月に長官表彰を実施しています。

本年度、本県関係者が受章するのは、功労章、永年勤続功労章です。

表彰式は３月５日（水）午前10時00分から合同庁舎第二号館（総務省）地下２階講堂において行われます。

なお、本件は総務省消防庁からも同じ内容の報道発表があります。

１　消防功労者消防庁長官表彰の種類毎の本県受章者

（１）功労章（５名）
　　　防災思想の普及、消防施設の整備、その他災害の防御に関する対策、消防教育の実施について成績が特に優秀で、かつ、他の模範

となると認められる者
ア　消防吏員（３名）

所　　　属 階　　　級 氏　　　名
浜松市消防局 消防司監 太田　陽視
浜松市消防局 消防正監 坂口　健次

袋井市森町広域行政組合袋井消防本部 消防監 河原崎　範彦

イ　消防団員（２名）
所　　　属 階　　　級 氏　　　名

下田市消防団 団長 西田　竹郎
島田市消防団 団長 藤原　達郎

（２）永年勤続功労章（５６名）
　　 永年勤続し、勤務成績が優秀で、かつ、他の模範となると認められる者

ア　消防吏員（３２名）
所　　　属 階　　　級 氏　　　名

駿東伊豆消防本部 消防正監 安立　和弘
浜松市消防局 消防正監 岩嵜　勇

富士市消防本部 消防正監 甲田　育広
静岡市消防局 消防正監 塩澤　元裕
静岡市消防局 消防監 池田　嘉典
静岡市消防局 消防監 大原　正義

磐田市消防本部 消防監 加藤　克則
志太広域事務組合志太消防本部 消防監 齊藤　克己

富士宮市消防本部 消防監 菅原　一朗
静岡市消防局 消防監 園田　芳洋

志太広域事務組合志太消防本部 消防監 立林　保
御殿場市・小山町広域行政組合消防本部 消防監 外山　貴彦

浜松市消防局 消防監 平野　弘幸
駿東伊豆消防部 消防監 増田　幸宏
静岡市消防局 消防監 森　敏弘
静岡市消防局 消防司令長 青島　光良
浜松市消防局 消防司令長 天野　浩

駿東伊豆消防本部 消防司令長 石川　利光
磐田市消防本部 消防司令長 市川　龍也
浜松市消防局 消防司令長 鈴木　修
浜松市消防局 消防司令長 鈴木　一覚

御殿場市・小山町広域行政組合消防本部 消防司令長 芹澤　良信
浜松市消防局 消防司令長 柘植　保明

富士山南東消防本部 消防司令長 土屋　健
掛川市消防本部 消防司令長 戸塚　篤義

富士山南東消防本部 消防司令長 服部　光晴
浜松市消防局 消防司令長 藤森　久幸
湖西市消防部 消防司令長 山本　浩人

富士市消防本部 消防司令長 米山　健次
浜松市消防局 消防司令長 和田　久仁昭

富士宮市消防本部 消防司令 大久保　彰彦
富士山南東消防本部 消防司令 田村　克司

　　イ　消防団員（２４名）
所　　属 階　級 氏　名

御殿場市消防団 副団長 長田　岳人
島田市消防団 副団長 小関　健太郎
熱海市消防団 副団長 小松　和久
富士市消防団 副団長 白壁　仁



静岡市消防団 副団長 中村　剛久
清水町消防団 副団長 村山　貴紀
静岡市消防団 副団長 渡邊　千裕
吉田町消防団 分団長 浅井　誠
焼津市消防団 分団長 伊藤　靖
小山町消防団 分団長 梶　大輔
浜松市消防団 分団長 篠原　光博
下田市消防団 分団長 相馬　久男
静岡市消防団 分団長 高津　貞弘
静岡市消防団 分団長 葉山　主税

富士宮市消防団 分団長 深澤　正也
富士市消防団 部長 久能　喜輝
三島市消防団 団員 岩﨑　貞彦
沼津市消防団 団員 大木　寿晃
湖西市消防団 団員 太田　大介
藤枝市消防団 団員 片岡　道春
沼津市消防団 団員 神尾　厚一郎
藤枝市消防団 団員 仁科　隆
三島市消防団 団員 原　隆之
伊東市消防団 団員 森　博信

２　表彰式
（１) 日　時
　　　令和７年３月５日（水）午前10時00分から10時45分まで

（２) 場　所
　　　合同庁舎第二号館（総務省） 地下２階講堂
　　　（東京都千代田区霞が関二丁目１番２号）

（３) 取材問い合わせ先
　　　電話：03-5253-7521（総務省消防庁総務課表彰係）



提 供 日 2025/02/27

タイトル 津波避難訓練の実施

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課

TEL 054-221-3729

「地震だ、津波だ、すぐ避難！」～少しでも早く、少しでも高く～

１　要旨
　本県では、東日本大震災が発生した３月11日を含む10日間を「津波対策推進旬間」と定め、津波に対する正しい知識の普及を図
るとともに、津波避難訓練を通じて、避難場所、避難路の点検等による津波避難の実効性の向上を進めてきた。

　今年は３月９日（日）を統一実施日として定め、訓練を通じて、津波避難の習熟を図るとともに、成果や課題を整理し、今後の
取組に活かす。

２　津波対策推進旬間

（１）実施日

　　令和７年３月７日（金）～16日（日）

（２）重点項目

　　ア　早期避難意識と備蓄の徹底

　　イ　即時避難の実践・検証

　　ウ　避難行動要支援者への支援体制の検証

３　津波避難訓練

（１）統一実施日　令和７年３月９日（日）

（２）実施市町　沿岸21市町全て（ただし掛川市は令和６年12月１日に実施済）

　　ア　統一実施に実施：12市町

　　　下田市、東伊豆町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、伊東市、富士市、

　　　伊豆市、吉田町、浜松市、磐田市、袋井市

　　イ　統一実施日以外に実施：９市町

　　　12月１日（日）実施済：掛川市

　　　３月１日（土）　　　：焼津市

　　　３月２日（日）　　　：沼津市、熱海市、静岡市、焼津市

　　　３月８日（土）夜間　：御前崎市

　　　３月11日（火）　　　：牧之原市、湖西市

　　　３月15日（土）　　　：河津町

（３）訓練の内容等

　　　別紙１「〈参考〉市町の津波避難訓練計画一覧」のとおり

（４）訓練参加者

令和６年度（見込み） 令和５年度（実績）
　

市町数 参加者数 市町数 参加者数

統一実施日 12市町 約32,000人 12市町 22,453人

その他の日 ９市町 約86,000人 10市 114,707人

合計 21市町 約118,000人 21市町 137,160人

※令和５年度は、地区を分けて複数回実施した市町があるため、市町数の合計と合わない。



提 供 日 2025/02/27

タイトル 定期給与24か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和６年12月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2248

令和６年12月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。
　（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金

　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は270,163円、名目賃金指数（定期給与）は107.0で、前年同月比1.8％増と24か月
連続で前年同月を上回った。
　実質賃金指数（定期給与）は95.5で、前年同月と比べて2.7％減と７か月連続で前年同月を下回った。

         

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は11.1時間、所定外労働時間指数は119.4で、前年同月比0.8％減と２か月ぶりに前年同月を下回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は14.3時間、所定外労働時間指数は125.4で、前年同月比4.1％減と２か月連続で
前年同月を下回った。

          

３　雇用

本月末常用労働者数は1,428,176人、常用雇用指数は101.2で、前年同月比1.3％減と５か月連続で前年同月を下回った。
なお、パートタイム労働者比率は30.7％で、前年同月差0.4ポイント減と４か月連続で前年同月を下回った。



         

＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は292,518円で、前年同月比1.7％増と21か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.9時間で、前年同月比3.2％増と２か月連続で前年同月を上回った。
(3)常用労働者数は879,094人で、前年同月比2.8％減と11か月連続で前年同月を下回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は令和２年平均を基準とする。
(3)令和６年１月分において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施した。賃金、労働時間及びパートタイム労働者比率の令和６年（１月

分以降）の前年同月比等については、令和５年にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、
指数から算出した場合と一致しない。また、常用雇用指数及びその前年同月比等は、過去に遡って改訂しているが、それに伴い、基準年（令和２年）の常用雇用指
数が100となるように、令和６年５月分より、常用雇用指数を過去に遡って改訂し、令和６年１月から令和６年４月までの伸び率についても、改訂後の指数で再計算し
ている。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/02/27

タイトル 生産・出荷ともに対前月比で低下
静岡県鉱工業指数（令和６年12月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和６年12月の鉱工業生産指数（季節調整済：令和２年=100）は92.9となり、前月比は3.3％減と2か月連続して低下した。
また、前年同月比（原指数）は3.9％減と5か月連続して前年を下回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、汎用・生産用・業務用機械、電子部品・デバイス、情報通信機械等が上昇する一方、食料品・た

ばこ、輸送機械、化学等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和６年12月の鉱工業出荷指数（季節調整済：令和２年=100）は92.7となり、前月比は2.8％減と2か月連続して低下した。
また、前年同月比（原指数）は3.2％減と5か月連続して前年を下回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、汎用・生産用・業務用機械、非鉄金属等が上昇する一方、食料品・たばこ、電気機

械、化学等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和６年12月の鉱工業在庫指数（季節調整済：令和２年=100）は98.8となり、前月比は6.1％減と3か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は6.0％減と2か月連続して前年を下回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、食料品・たばこ、プラスチック製品、金属製品等が上昇する一方、輸送機械、化学、汎用・生産

用・業務用機械等が低下した。

＜参考＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を

御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/02/28

タイトル 「南アルプス学」の構築に寄与する研究助成を公募し
ます！

担　　当 くらし・環境部　環境局自然保護課 スポーツ・文化観

光部　ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

連 絡 先 ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

TEL 054-260-7111

「南アルプス学」の構築に寄与する研究助成を公募します！

　南アルプスはユネスコエコパークに登録されるなど、世界的にも類を見ない希少
かつ貴重な自然環境を有しています。しかし、その急峻さや奥深さから、現地を
フィールドとする研究の持続発展が困難であり、南アルプスをより良い形で次代に
引き継いでいくために必要な知見の蓄積が進まないなど、学術面において大変深刻
な状況となっています。
そこで、令和４年２月に設立した南アルプス学会では、これらの課題を克服する
ため、現地をフィールドとする研究者を支援することで、南アルプスの学術的な
体系化を図るとともに、地域学の１つとして、世界に開かれた「南アルプス学」の
構築及びその発展を目指します。

３回目となる令和７年度は、以下のとおり募集します。

対象となる研究
 主として静岡県内の南アルプス地域において実施する研究で、自然科
学、人文・社会科学等の分野を問わず、南アルプス学の構築に寄与する
研究
　

応募資格
 ・教育機関・研究機関等に所属する教員又は研究員
 ・大学・大学院生
 ・その他「南アルプス学」の探究に意欲・関心のある方
　

助成内容  １件あたり50万円以内の対象経費を助成
　

募集締切  令和７年３月24日（月）（必着）
　

研究期間
 ・原則１年以内（令和８年２月末まで）
 ・最大３年まで可能（ただし１年ごとに審査を必要とします）
　

お申し込み・
お問い合わせ

 南アルプス学会 事務局
 ふじのくに地球環境史ミュージアム　企画総務課
　

※詳細は静岡県のホームページをご覧ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1050519.html
※今回の募集は、令和７年度当初予算成立後、速やかに事業を開始できるように
　するため行うものです。
※当補助事業の執行は、令和７年度当初予算の成立が前提であり、今後、内容等が
　変更になることもありますので、予め御了承ください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1050519.html


提 供 日 2025/02/28

タイトル 藤枝特別支援学校焼津分校　生徒美術作品展示～書家
吉永益美さんとコラボ～　

担　　当 教育委員会 藤枝特別支援学校焼津分校

連 絡 先 副校長　杉山　晴美

TEL 054-628-8111

藤枝特別支援学校 焼津分校美術部と世界で
活躍中の県内出身書家 吉永益美さんとのビッグアート
および本校中学部１年生の美術作品を合同展示中！ 

　「地域で自立し、地域に貢献する人になろう」を合言葉とする焼津分校の生徒たちの美術作品が、現在、しずおか焼津信用金庫
さかなセンター支店のショーウィンドウに展示されています。これは、藤枝特別支援学校本校中学部１年生の生徒作品との合同展
示となります。
 2016年から作品を通じて本校と交流を深める書家吉永さんと制作した焼津らしく、海をイメージした作品をさらに多くの方に見
ていただく機会になることを願っています。

１　日　時
　　令和７年２月現在（展示中）から令和７年７月（終了予定）

２　会　場
　　しずおか焼津信用金庫 さかなセンター支店（ショーウィンドウ）
　　（焼津市八楠４丁目13－11）

３　その他
　・取材ご希望の際は展示先ではなく、焼津分校までご連絡ください。
　　展示先への確認等の調整をいたします。
　・学校への取材、また、制作した生徒を現地へ派遣することも可能です。
　（事前に調整が必要です。）
　　新聞、テレビは問いません。地域の明るい話題として、焼津市を取り上げる
　　情報番組等でも取り上げていただける様、取材をお待ちしております。

４　お問合せ先
　　静岡県藤枝特別支援学校　焼津分校
　　〒425-0026  焼津市焼津五丁目５－２
　　担　当：　副校長　  杉山 晴美
　　　　　　　部主事　  貞森 保秀
　　　　　　　美術担当　木村 泰昌
　　電　話：054-628-8111
　　E-mail：yaizu-b@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
　静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:yaizu-b@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/02/28

タイトル 物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止

担　　当 出納局 用度課

連 絡 先 物品班

TEL 054-221-2138

物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止

不正又は不誠実な行為等の再発を防止し、受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、本県は、物品調達等及び一般業務委
託に係る入札参加停止基準第２条第７号の規定に基づき、以下のとおり、下記業者に対し、入札参加停止を行いました。（１件１者）

１　入札参加停止の内容
物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第７号に該当する。

 　２　措置対象業者及び停止期間　　　　　　
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 パナソニックＥＷエンジニアリング株式会社
代表者氏名 代表取締役　藤井　和夫
本店所在地 大阪府大阪市中央区城見二丁目１番61号

１か月

 　３　入札参加停止の理由
　パナソニックＥＷエンジニアリング株式会社は、建設業法の規定に違反し、資格要件を満たさない者を主任技術者や専任技術者として工事現
場や営業所に配置していた。これらのことにより、令和７年１月31日に近畿地方整備局から建設業法に基づく監督処分（営業停止及び指示処分）
を受けたことによる。

　 ４　停止期間の始期及び終期
　　　　　　令和７年３月１日から令和７年３月31日まで

 （参考）物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第７号
措置要件 措置期間

業務に関し法令に違反し、又は不正若しくは不誠実な行為をし
たために、契約の相手方として不適当であると認められるとき。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2025/02/28

タイトル 清水港　津波避難訓練を実施します

担　　当 交通基盤部 清水港管理局企画整備課

連 絡 先 清水港管理局企画整備課

TEL 054-353-2203

清水港　津波避難訓練を実施します

清⽔港防災対策連絡協議会（⾏政機関及び港湾関係⺠間団体、事務局︓清⽔港管理局）は、新興津コンテナターミナル（約27.9ha）及び袖師コンテ
ナターミナル（約15.7ha）において、津波対策推進旬間（3⽉7⽇〜16⽇）にあわせ、約２００名を対象とした津波避難訓練を実施します。
　この訓練は、実態に近い形の津波避難訓練を実施・検証することで、「作業員等の避難⾏動の周知」と「ＢＣＰの実効性の向上」を図ることを目的としており、
新興津コンテナターミナル、袖師コンテナターミナルの荷役を⼀時休止して実施するとともに、今年度はソフトバンク株式会社の協⼒のもとドローンを活⽤した災害発
災時の早期状況把握も試験的に実施する予定です。

１　訓練の概要
（１） ⽇　時 令和７年３⽉６⽇（⽊）　10︓00〜11:30

（２） 場　所 清⽔港　新興津コンテナターミナル（静岡市清⽔区興津清⾒寺町1380）

　　　　　　　　　　　　　　　袖師コンテナターミナル（静岡市清⽔区横砂408-17）

（３） 主　催 清⽔港防災対策連絡協議会（事務局︓清⽔港管理局）

（４） 内　容
（ 9︓55 荷役作業停止）

10︓00 訓練開始（１分間サイレン吹鳴後、避難開始）
10︓10 避難完了（各避難場所から無線にて本部へ避難⼈数を報告）
10︓20 訓練終了

（10︓30 荷役作業再開）
  10︓30〜11︓30　ドローンによる被災状況確認・情報投稿確認

２　取材について
　希望される記者の方は、３/５（⽔）までに下記問い合わせ先へ御連絡ください。
　コンテナターミナル内は⽴⼊制限区域内となります。出⼊ゲートで⼊出場管理をさせていただくとともに、撮影場所については必ず担当者の指⽰に従ってください。

３　問合せ先　交通基盤部清⽔港管理局企画整備課企画班　TEL:054-353-2203



提 供 日 2025/02/28

タイトル 「道路陥没防止に関する連絡会議」（第１回）の開催
について

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

「道路陥没防止に関する連絡会議」（第１回）の開催について　

　埼玉県八潮市と本県富士宮市で相次いで道路陥没が発生したことを踏まえ、その発生を未然に防ぐため、全庁横断的に関係者が
連携して取り組む「道路陥没防止に関する連絡会議」を開催します。

１　日　　時
　　令和７年３月５日（水）　午前10時から午前11時まで

２　場　　所
　　県庁別館９階第一特別会議室（静岡市葵区追手町９番６号）
　　
３　議事次第
　　・開会（増井副知事挨拶）
　　・議事項目
　 　（１）近年の道路陥没発生状況
　 　（２）道路及び道路埋設施設の管理状況
　 　（３）今後の管理のあり方
　 　（４）意見交換

４　連絡会議構成員
　■構成員
　　くらし・環境部　環境ふれあい課長
　　くらし・環境部　水資源課長
　　経済産業部　森林整備課長
　　経済産業部　農地整備課長
　　交通基盤部　建設政策課長
　　交通基盤部　道路保全課長（会長）
　　交通基盤部　河川海岸整備課長
　　交通基盤部　港湾整備課長
　　交通基盤部　漁港整備課長　　
　　交通基盤部　生活排水課長　　
　　企業局　水道企画課長
　■オブザーバー
　　知事直轄組織　デジタル戦略課長

５　取材について
　・本会議は公開で行います。
　・取材を希望される方は開催時刻の５分前までに会場の受付にお越しください。
　・受付後は、事務局の指示により着席してください。

６　問合せ先
　　静岡県交通基盤部道路局　道路保全課
　　電　話：054-221-2752、3023



提 供 日 2025/02/28

タイトル 美しい邑（むら）の広報動画を県内３箇所で放映しま
す！

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農地保全課農村振興班

TEL 054-221-2714

【ふじのくに美しく品格のある邑】
美しい邑（むら）の広報動画を県内３箇所で放映します！

　県内35市町及び県で構成される「ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合」
（以下、「連合」という）では、県内農山村の魅力を発信するための取組を行っ
ています。
　この度、連合が作成した広報動画が県内３箇所のビジョンやデジタルサイネー
ジで放映されます。

１　概要
場所 伊豆箱根鉄道三島駅

デジタルサイネージ
（三島市）

けやきプラザ
ICAビジョン
（静岡市）

遠州鉄道18駅
改札ビジョン
（浜松市）

期間 2/28～3/28 3/1～3/31 3/1～3/31
時間 6：00～23：00 7：00～24：00 6：00～23：00

２　イメージ

←放映動画　 ←けやきプラザ

３　参考
＜ふじのくに美しく品格のある邑（むら）＞
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産で
もある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格
のある邑（むら）」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和７年２
月末時点で155の地域が認定されています。



提 供 日 2025/02/28

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（2/21～2/27）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第580報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（2/21～2/27）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の37頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、10番目（614例目）です。

平成30年９月以降、17,871頭（死亡388頭、捕獲17,483頭）の検査を実施し、614頭の陽性（死亡170頭、捕獲444頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/02/28

タイトル 小規模企業経営力向上事業費補助金の公募開始

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 団体支援班

TEL 054-221-2806

小規模事業者の新たな取組への挑戦を支援します！

静岡県は、県内の小規模事業者を対象として、「新たな需要の開拓」や「生産性の向上」を目指した取組に要する経費を助成します。
この補助金は４月から募集を開始する予定ですが、物価高騰により影響を受けた小規模事業者については、緊急対策として３月３日（月）から
募集を開始します。

＜小規模企業経営力向上事業費補助金のうち３月から募集を行うもの＞

１　補助対象者
　　物価高騰により影響を受けた小規模事業者（詳細は別紙「補助金案内チラシ」を御覧ください。）
　　
    
２　補助対象事業
　　以下の全ての要件を満たすもの
 　(1) 自社がこれまで行ったことがないもの又は既存のものを大幅に改善するもの 
 　(2) 新たな需要の開拓又は生産性の向上を目指して行うもの
 　(3) 経営革新計画の承認取得を目指す３年間の経営ビジョンを策定した上で行うもの

３　補助限度額
　　50万円

４　補助率
　　2/3以内

５　助成対象経費
　　開発費、機械装置費、広報費、委託費ほか　　 

６　応募方法等
　（1）提出書類
　　交付申請書等の様式は、下記のURLからダウンロードできます。

 https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047031/1028489 .html
　（2）募集期間
　　１次　令和７年３月３日（月）～５月20日（火）
　　２次　令和７年６月10日（火）～７月22日（火）　（２次は予定です。）
　（3）申請書提出先
　　最寄の商工会・商工会議所
　（4）問い合わせ先
　　最寄の商工会・商工会議所
    又は、静岡県経済産業部 商工業局 経営支援課 団体支援班

　ＴＥＬ：054-221-280６　e-mail：keieishien@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047031/1028489.html
mailto:keieishien@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/02/28

タイトル 経済産業部所管担い手養成施設知事褒賞受賞者の決定

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 職業能力開発班

TEL 054-221-2822

職業教育関係学校の生徒等に対する知事褒賞受賞者の決定

１　要旨

　県は、職業教育を主とする工科短期大学校、職業訓練校等の生徒等のうち、 特 に 学業 ・ 技能 ・ 態度 ・ 行動 が 優秀 で 、 他 の 模範 となる 者 に 対

 して 知事褒賞 を 授与 する 。

２　知事褒賞受賞者

校　　名
（学科） 氏　 名 業績の概要

工科短期大学校
静岡キャンパス
(建築設備科)

いけや　　こはく

池谷 虎伯

・１級施工管理技士補（建築、管工事）に合格。※開校以来初
・技能検定や国家試験に向け放課後も練習に励む姿勢は、他の学生の

模範となった。

工科短期大学校
沼津キャンパス

(機械・生産技術科)

ごとう　　たかと

後藤 天斗

・第12回静岡県ものづくり競技大会旋盤部門 １位、第19回若年者も
のづくり競技大会旋盤部門 敢闘賞

・機械・生産技術科における学業成績 １位

浜松技術専門校
(建築科)

くりもと　　さや　

栗本 紗弥
・二級建築士の学科試験、製図試験に合格。 ※在校生初
・第13回静岡県ものづくり競技大会建築大工部門 １位

あしたか職業訓練校
(生産・サービス科)

やまざき　　かい

山崎 櫂

・アビリンピック全国大会オフィスアシスタント種目 銀賞
・円滑な行事運営のために作業手順を改善するなど、積極的な姿勢が

他学生の模範となった。

農林環境専門職大学
(生産環境経営学科)

　そね　　あおい

曾根 葵

・生産環境経営学科における学業成績 １位
・ボランティアサークルの活動の一環で磐田市の生産者と交流し、新

規就農者への支援を行った。

農林環境専門職大学
短期大学部

(生産科学科)

おくだ　　　　　

奥田 さや

・生産科学科における学業成績 １位
・大学のサークルでは、地域の文化や景観の保全に貢献する活動を

行った。

漁業高等学園
(総合漁業科)

いえむら　　こうた

家村 広大

・航海専攻内のみならず、学園内で優秀な成績を修めた。
・乗船実習の自由時間には自習や技能習得に励み、他の生徒の模範と

なった。

　　※受賞者には、各校の卒業式・修了式の際に、副知事等から褒状を授与する。

３　卒業式（修了式）日程

名　称 日　時 連絡先（担当）

工科短期大学校
静岡キャンパス

工科短期大学校
沼津キャンパス

令和７年３月12日（水）14時から 055-925-1113（学務課 千曵）

浜松技術専門校 令和７年３月７日（金）10時から 053-462-5602（訓練課 内山）

あしたか職業訓練校 令和７年３月11日（火）10時45分から 055-924-4380（訓練課 山本）

農林環境専門職大学
及び同短期大学部 令和７年３月14日（金）10時30分から 0538-31-7905（学生課 浅田）

漁業高等学園 令和７年３月７日（金）10時から 054-627-0219（教務班 吉田）

４　参考

静岡県ものづくり競技大会
職業能力開発施設や工業高校等で技能を習得中の者を対象とした競技大会。若
年者ものづくり競技大会、高校生ものづくりコンテスト東海大会の予選を兼ね
る。

若年者ものづくり競技大会
就業していない原則20歳以下の者が技能を競い合う全国大会。若年者の就業促
進を図り、若年技能者の視野の拡大を図ることを目的とする。

静岡障害者技能競技大会
(アビリンピック静岡大会)

県内在住者、県内事業所に勤務する者又は県内の学校に通学する者で、障害の
ある15歳以上の者を対象に開催される技能競技大会

全国障害者技能競技大会
(アビリンピック全国大会)

各都道府県障害者技能競技大会の金メダル受賞者(15歳以上)等の全国大会



提 供 日 2025/02/28

タイトル 【取材依頼】医療機器・ヘルスケアピッチを開催しま
す！　

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第1班

TEL 054-221-2985

この度、ベンチャー企業の創出・育成や新事業の創出等を20年以上実施しているつくば研究支援センターと静岡県による「医療機
器・ヘルスケア」ピッチイベントを開催します。（本県初コラボ）
両都市から各5社、計10社の企業による最新の医療機器・ヘルスケアに関する製品や技術の発表を行います。発表企業と大手企業
等の協業や連携など、新たな事業展開の創出を図る契機となりますのでぜひ取材をお願いいたします。当日は、オンライン参加も
合わせて150～200名程度が参加予定です。

１　開催概要
　1）開催日時　令和7年3月3日(月)　14時～16時
　
　2）実施方法　ハイブリット開催（現地＋オンライン）

　　　　　　　　現地会場：つくば研究支援センター
　　　　　　　　　　　　（〒305-0047　茨城県つくば市千現2丁目1番6）
　　　　　　　　オンライン：Zoom

　3）参加企業(発表順)　

　　　○　株式会社S'UIMIN 【つくば】 
      　　・正確な睡眠計測によるすべての人の睡眠課題の発見と解決
　
　　　○　PLIMES株式会社【つくば】 
　　　　　・高齢期20年を支える、医科歯科食品のデジタル化事業
　
　　　○　株式会社アイグリット【静岡】
　　　　　・世界初乳がんのセルフチェックシステム

　　　○　沢根スプリング株式会社【静岡】
　　　　　・カテーテル・内視鏡向けのトルクコイルについて
　
　　　○　SUiCTE株式会社【静岡】
　　　　　・イメージセンサ技術のヘルスケア・メディカルへの応用とベンチャー
　　　　　　事業化
　
　　　○　株式会社Dinow【つくば】 
　　　　　・DNA損傷評価で放射線とともに生きる社会を作る

　　　○　メルフロンティア株式会社【つくば】
　　　　　・縫合の歴史にパラダイムシフトを起こす金属製体内吸収性治療機器の
            開発
　
　　　○　NanoSuit株式会社【静岡】
　　　　　・医療・ヘルスケア分野でのナノ・スーツ技術の活用
　
　　　○　株式会社ゼロワン【静岡】
　　　　　・デジタルツイン空間モニタリングシステム「no-miz」

　　　○　株式会社ツインカプセラ【つくば】
　　　　　・保冷輸送を革新する再突入カプセルの技術を活用した
            小型“超”断熱保冷容器

　＜イベント案内はこちら＞
　　つくば研究支援センターホームページにて案内を開始いたしました。
　　https://www.tsukuba-tci.co.jp/info/2025/01/28/19565

https://www.tsukuba-tci.co.jp/info/2025/01/28/19565


提 供 日 2025/02/28

タイトル 障害福祉サービス事業所の令和５年度平均工賃（賃
金）月額実績を公表します。

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-2328

障害福祉サービス事業所の令和５年度平均工賃(賃金)月額実績を公表します。

　県内の障害福祉サービス事業所における令和５年度の工賃（賃金）月額実績について、各事業所からの報告に基づき、次のとお
り公表します。

(要旨)
・就労継続支援Ｂ型事業所の平均工賃月額は、平均工賃月額の算定方法が変更され、前年度より4,847円多い21,713円となり、記
録の残る平成18年度以降で過去最高となった。

・就労継続支援Ａ型事業所の平均賃金月額は、前年度より3,871円多い85,647円となり、９年連続で増加した。

１　調査対象施設
　　県内に所在する就労継続支援Ａ型事業所及び就労継続支援Ｂ型事業所

２　工賃（賃金）の範囲
　　工賃、賃金、給与、手当、賞与、その他名称を問わず、事業者が利用者に支払
　う全てのもの

３　県平均工賃（賃金）月額の推移

施設種別 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５※１ 増減
（Ｒ５－Ｒ４）

前年比
（Ｒ５/Ｒ４）

就労継続支援Ａ型事業所 80,692円 81,776円 85,647円 ＋3,871円 104.7％

就労継続支援Ｂ型事業所 16,468円 16,866円 21,713円
(17,470円)※２

＋4,847円
(＋604円)

128.7％
(103.6％)

※１ Ｒ５における県内事業所数：Ａ型158、Ｂ型492
※２ 本県独自調査結果参考値（令和４年度までの算出方法によるもの）

　〇増加要因１(平均工賃月額の算定方法変更)
・令和５年度からは平均工賃月額の計算方法が変更となったことにより、実績が大幅に増加している。
・障害特性等により利用日数が少ない方を受け入れる事業所へ配慮し、前年度の「一日当たりの平均利用者数」を分母に用いた新
しい算定式に変更された。

〇増加要因２(事業所からの聞き取り)
・物価高騰による賃金上昇や最低賃金引上げの影響が大きい。
・イベント開催による大量注文、リピーターや販売機会の増加に伴い、焼菓子や手芸品の売上が伸びた。

（参考）
　　Ａ型…雇用契約を結び賃金を受け取りながら利用する。
　　　　　　利用者には最低賃金以上が支払われる。
　　Ｂ型…通所して生産活動を行い工賃を受け取りながら利用する。
　　　　　　利用者には工賃が支払われる。

○県平均工賃（賃金）月額の推移



提 供 日 2025/02/28

タイトル 第172回ふじのくに防災学講座を開催します。

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7101

静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。

１　日　時
　令和７年３月15日（土）午前10時30分から正午まで

２　場　所
　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５-９-１）

３  テーマ
　災害と福祉

４　講　師
　静岡県立大学 短期大学部 社会福祉学科　鈴木 俊文 教授　
　(静岡県災害福祉広域支援ネットワーク(静岡DWAT)アドバイザー)

５　講演概要　　
　長期化する避難生活の中で、助かったはずの命が失われる「災害関連死」。 その背景には、安心・安全な生活環境の確保だけでなく、多
くの福祉的課題が潜んでいます。能登半島地震では、子どもから高齢者までを対象に、一次避難所、二次避難所に加えて「1.5次避難所」が
設置されました。これらの避難所では、介護福祉士、社会福祉士、保育士らで構成された「DWAT（災害福祉支援チーム）」が継続的に活動
し、その役割の重要性が改めて認識されています。本講座では、「災害関連死とは何か？」を福祉の視点から考え、避難生活における生活課
題との関係性、対応策についてお話しします。　　

６　その他
　・対　象　どなたでも
　・受講料　無料
　・開催方法　会場受講およびZoom配信

7　 問合せ先
　　静岡県地震防災センター
　　　電話：０５４-２５１-７１００
　　　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp
　　
　　　詳細は静岡県地震防災センターＨＰをご覧ください。
　　　ＨＰはこちら↓　
  https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1069948.html

(過去の開催の様子)

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp


提 供 日 2025/02/28

タイトル 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数
（令和６年12月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2241

　　　　　　　　　 景気動向指数は足踏みを示す
　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和６年12月分）～





詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/

